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はじめに 

このたびは本製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

正しくご使用いただくためにこの取扱説明書をよくお読みください。 

 

 

安全にまた正しくお使いいただくために 

！ 注意 

   本製品は必ず仕様範囲内でお使いください。 

   配線作業を行うときは必ず電源を切ってください。 

   本製品標準型である端子台型と接続する電源はDC24V安定化電源をご使用ください。 

   LAN伝送ﾗｲﾝや入出力ﾗｲﾝは高圧線や動力線と離してご使用ください。 

   誤配線はﾄﾗﾌﾞﾙの原因となります。接続用端子の信号表示にあわせて接続してください。 

   静電気や衝撃などに十分注意してお取り扱いください。 

  本製品は宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種安全装置など人命、事故にかかわる 

   特別な品質、信頼性等が要求される用途でご使用にならないでください｡ 
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保証について 

 本製品の保証は日本国内で使用する場合に限ります。 

 保証期間 

納入品の保証期間は納入後１ヶ年とします。 

 保証範囲 

上記保証期間中に本取扱説明書に従った製品使用範囲内の正常な使用状態で故障を生じた場

合は、その機器の故障部分の交換または修理を無償で行います。 

ただし、次に該当する場合はこの保証の範囲から除外させていただきます。 

(1) お客様の不適当な取り扱い、ならびに使用による場合。 

(2) 故障の原因がお客様の事由による場合。 

(3) お客様の改造または修理による場合。 

(4) その他、天災、災害等で納入者の責にあらざる場合。 

ここでいう保証は納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害 

はご容赦いただきます。 

 

 有償修理 

保証期間後の調査及び修理は全て有償となります。また保証期間中においても、上記保証範 

  囲外の理由による故障の修理及び故障の原因調査（保証範囲の場合を除く）は有償にてお受 

  け致します。修理に関するご依頼はお買い上げの販売店にお申しつけください。 

 部品のご注文、お問い合わせ 

製品の故障、部品のご注文、その他お問い合わせの節は、次の事項をお買い上げの販売店ま

で詳しくご連絡ください。 

(1) 型式 

(2) 製造ロット番号 

(3) 不具合の内容、配線図等 
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1 設定ｿﾌﾄ概要 
 

・ れんら君 TypeA5 は、外部入力を 4 段階の入力要因【注意】,【警報 1】,【警報 2】,

【復帰】に分けて、ﾒｰﾙの送信【通知ﾒｰﾙ】を行います。 

入力点数は 2 点で、1 点毎に【注意】,【警報 1】,【警報 2】,【復帰】時にそれぞれ、

通知ﾒｰﾙを行います。なお、【注意】,【警報 1】,【警報 2】,【復帰】はそれぞれ従

来の設定ｿﾌﾄでは【開始】,【経過 1】,【経過 2】,【終了】と呼んでいるものもあり

ます。 

・ 設定ｿﾌﾄにはﾊﾟﾅｿﾆｯｸWebｶﾒﾗ本体に CGI検知機能の設定を行うためのﾂｰﾙは用意されて

いません。必要でありましたら、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸWebｶﾒﾗの販売店にお問い合せください。 

 

入力

注意 警報1 警報2 復帰

① ② ③ ④

①注意判定時間
②警報1判定時間
③警報2判定時間
④復帰判定時間

 

図１ TypeA5 入力要因図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ れんら君 TypeB は、外部入力を３段階の入力要因【注意】,【警報】,【復帰】に分

けて、ﾒｰﾙの送信【通知ﾒｰﾙ】を行います。 

入力点数は８点で、１点毎に【注意】,【警報】,【復帰】時にそれぞれ、通知ﾒｰﾙを

行います。 

 

 

入 力

注 意 警 報 復 帰

① ② ③

① 注 意 判 定 時 間
② 警 報 判 定 時 間
③ 復 帰 判 定 時 間

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ TypeB入力要因図 

 

・ 本設定ｿﾌﾄは、れんら君の通知ﾒｰﾙの設定を行います。 

・ 本設定ｿﾌﾄを使用すると、Ethernet を経由してﾊﾟｿｺﾝから通知ﾒｰﾙの設定やれんら君の

設定内容の参照、及び、更新が可能になります。 

 

8/80 



 

 

 

 

 

2 従来のれんら君設定ｿﾌﾄとの違いについて 
 

・  設定値の外部出力による保存ができます｡ 

従来の設定ｿﾌﾄでは設定を書き換えていたﾊﾟｿｺﾝにしか保存できませんでした｡ 

 

・ 型式の違うれんら君を本設定ｿﾌﾄだけで設定することができます｡従来の設定ｿﾌﾄでは 

型式の違うれんら君の設定はそれぞれの専用ｿﾌﾄで行っていました｡ 

 

・ SMTP 認証がﾃﾞﾌｫﾙﾄ対応になりました｡ 

従来のれんら君は特注型式の製品にのみ SMTP 認証に対応していました。 

 

3 れんら君設定ソフト サポート機種 
 

本設定ｿﾌﾄは以下の型式の製品に対応しています。 

れんら君分類 型式 製品ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 備考 

TypeA5 UNC-RP05 V1.00～ TypeA5 標準品 

 UNC-RP05A V1.00～ ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ対応品 

TypeA5 CGI 

れんら君 BB 

UNC-RP25P2A V1.00～ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ Webｶﾒﾗの CGI 対応 

ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ対応品 

    

TypeB UNCM-RP11 V2.00～ TypeB 標準品 

    

 

本設定ｿﾌﾄはこれまでの製品の設定も行うことができますが、基本的に、それぞれの製品に添

付の設定ｿﾌﾄをお使いください。従来の製品の設定ﾒｰﾙを開くと文字化けが起こります。ﾒｰﾙ

は新規に作り直してください。これまでの製品一覧は次のようになります。 

 

れんら君分類 型式 製品ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 備考 

TypeA UNC-RP01(A) V1.** TypeA 標準品  

TypeA4 UNC-RP04(A) V1.** TypeA4 標準品 

 UNC-RP04(A)-Z456 V1.** SMTP 認証対応品 

 UNC-RP04P1(A) V1.** ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ PBX 対応品 

    

TypeB UNCM-RP11 V1.** TypeB 標準品 

 UNC-RP11-Z451 V1.** SMTP 認証対応品 

 UNCM-RP11P1 V1.** ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ PBX 対応品 

    

 

ここにあがっていない特注型式の製品をお使いの方は､本設定ｿﾌﾄでその特注型式の製品の設

定ができないことがあります｡恐れ入りますが､その製品に付属の設定ｿﾌﾄで特注型式の製品

の設定を行ってください｡ 
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4 動作環境 
 

  ＯＳ    Microsoft® Windows XP（32bit） 

     Microsoft® Windows VISTA（32bit） 

     Microsoft® Windows 7（32bit） 

     Microsoft® Windows 8（32bit） 

  HDD    50MB 以上の空き容量 

  CD-ROM    標準以上 

  LANｶｰﾄﾞ     Ethernet：Version 2.0 / IEEE 802.3 準拠の 10BASE-T、100BASE-TX 

に対応しているもの 

 

注意 1：本設定ｿﾌﾄは、れんら君とのﾃﾞｰﾀ通信にﾎﾟｰﾄ 69, 9998, 30719 の番号を使用し

ます。ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ等のｾｷｭﾘﾃｨ設定で上記のﾎﾟｰﾄの使用に制限をかけると正常に動作

しなくなりますので、上記のﾎﾟｰﾄ番号は使用可になるように設定してください。 

 本設定ｿﾌﾄならびにれんら君は IPv6 に対応していません。必ず IPv4 の環境でお

使いください。 

注意 2：Windows VISTA、Windows 7 、Windows 8 ではれんら君設定ｿﾌﾄは管理者権限で

起動します。 

 

4-1 ﾃﾞｰﾀ通信に使用しているﾊﾟｿｺﾝのﾎﾟｰﾄ番号 

 

れんら君が使用しているﾊﾟｿｺﾝのﾎﾟｰﾄ番号は次のとおりです。ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ等で通信が遮断されな

いようにそれぞれのｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄの設定を行ってください。 

 

使用ﾎﾟｰﾄ番号：69、9998、30719 

 

4-2 設定ｿﾌﾄのｲﾝｽﾄｰﾙ時にﾊﾟｿｺﾝに組み込まれる ActivXｺﾝﾄﾛｰﾙ 

 

れんら君設定ｿﾌﾄのｲﾝｽﾄｰﾙ時に次の ActivXｺﾝﾄﾛｰﾙと DLL がﾊﾟｿｺﾝの system32ﾌｫﾙﾀﾞに組み込ま

れます。 

 

ﾌｧｲﾙ名 ﾌｧｲﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

COMDLG32.OCX 6.1.97.82 

MSCOMCTL.OCX 6.1.97.86 

MSCOMCT2.OCX 6.1.97.82 

MSWINSCK.OCX 6.1.97.82 

SYSINFO.OCX 6.0.88.77 

TABCTL32.OCX 6.1.97.82 

Bsmtp.dll 2.7.6.29 
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5 ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 
 

  ｾｯﾄｱｯﾌﾟCD からｲﾝｽﾄｰﾙされる設定ｿﾌﾄは最新のﾊﾞｰｼﾞｮﾝではない場合があります。弊社

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから最新ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの設定ｿﾌﾄのｲﾝｽﾄｰﾗを無料でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ頂けますので、以下の

ＵＲＬからﾊﾞｰｼﾞｮﾝをご確認いただき、最新のものをｲﾝｽﾄｰﾙして下さい。 

（ ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞはこちらから→ http://www.nke.co.jp/product/n_index.html） 

 

！ 注意

[1] 添付されているｾｯﾄｱｯﾌﾟCD をﾊﾟｿｺﾝの CDﾄﾞﾗｲﾌﾞにｾｯﾄします。 

 

[2] しばらくすると、SETUP CD 画面が立ち上がります。画面が立ち上がらないときは、 

  ﾏｲｺﾝﾋﾟｭｰﾀから CD の中を見ていただき、その中の Autorun.exe をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして SETUP 

   CD 画面を立ち上げてください。 

 

[3] 

 

 

 

 

 「れんら君設定ｿﾌﾄ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」を

ｸﾘｯｸします。  

 どちらか片方で構いません。 

 同じ物がｾｯﾄｱｯﾌﾟされます。 

 

 

 

 

 

 

[4] ｲﾝｽﾄｰﾗｰが起動しますので｢次へ｣をｸﾘｯｸします｡ 

 

[5] ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞに問題が無ければ｢次へ｣をｸﾘｯｸします｡ 

 

[6] ｲﾝｽﾄｰﾙの確認に問題が無ければ｢次へ｣をｸﾘｯｸします｡ 

 

[7] ｢れんら君設定ｿﾌﾄversion _は正しくｲﾝｽﾄｰﾙされました｡｣と表示され 

たら｢閉じる｣をｸﾘｯｸします｡( _の部分はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号によって異なります) 

 

以上でれんら君設定ｿﾌﾄのｾｯﾄｱｯﾌﾟは終了です。 

 

 

6 ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ 
 

【ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ】→【ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの追加と削除】の【ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更と削除(H)】の一覧から 

「れんら君設定ｿﾌﾄ」を選択した後、【変更と削除】ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

  (上記は Windows XP の場合です。) 
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7 れんら君にﾒｰﾙ設定をする前の準備 
 

7-1 ﾙｰﾀｰの設定を確認する。 

 

れんら君はｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽﾙｰﾀｰに接続することによってﾒｰﾙの送受信が行えるようになります｡

そこでｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽﾙｰﾀｰに接続するための情報を確認します｡確認する情報は､ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ

と DNSｱﾄﾞﾚｽになります｡れんら君は DHCP に対応していませんのでﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲと DNSｱﾄﾞﾚｽ

を個別に設定しなくてはなりません。 

OSによって、確認の仕方が異なるため、それぞれの方法を参照ください。なお、情報を確認

するためには、以下の方法を実行するﾊﾟｿｺﾝが実運用時のれんら君と同じLAN上に接続されて

いて、尚且つ、ﾒｰﾙの送受信を正常に行えるﾊﾟｿｺﾝでなければなりません｡

 
お使いになられているｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽﾙｰﾀｰのﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ、DNSｱﾄﾞﾚｽをご存じの方はこ

の章を読み飛ばしてください｡ 

また、SMTPｻｰﾊﾞｰや POPｻｰﾊﾞｰの設定に IPｱﾄﾞﾚｽを使用される方はこの章を読み飛ばして

ください。 

 

 

 

 

 

 

DHCP とはｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続するﾊﾟｿｺﾝ等の通信機器に IPｱﾄﾞﾚｽやｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸなど必要な情報を自動的

に割り当てる通信手順のこと。これに対応していない機器には手動で必要な情報を割り当てなけ

ればならない。 

DHCP とは 
 

 

 

 

 

[1]  

ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄを起動させます｡ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄは 

「ｽﾀｰﾄ」→｢ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｣→｢ｱｸｾｻﾘ｣の中にあります｡ 

 

｢ipconfig   /all｣を入力してください｡下図のようになり､矢印部分がﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲおよび

DNSｱﾄﾞﾚｽになります｡（  は半角ｽﾍﾟｰｽです｡） 

]

]

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

  

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ：192.168.0.1

DNSｱﾄﾞﾚｽ：192.168.0.1 

になります。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｪｲ 

DNSｱﾄﾞﾚｽ 

中略

表示例は 
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8  画面 
 

8-1 れんら君設定ｿﾌﾄ画面 

(画像はVer2.01のものです。Versionによっては表示内容、表示項目に若干差異が生じます。) 

  

 

⑦ 

① 

⑥⑤

④ 

③ 

② 
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れんら君設定ｿﾌﾄ画面の各項目の意味について 

 

①【ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ】・・・・・・・・ 各種ﾒﾆｭｰを実行します。 

 (ﾒﾆｭｰﾊﾞｰについて詳細は、後述の 12 章を参照下さい) 

②【れんら君の一覧】・・・・・ 接続されているれんら君の検出を行います。 

③【検出されたれんら君の一覧】 検出されたれんら君の一覧を表示します｡ 

④【詳細表示】・・・・・・・ れんら君の設定の内容を表示します｡ 

⑤【れんら君設定ｿﾌﾄﾊﾞｰ】  

  ・【れんら君の読込み】・・ 指定したれんら君の設定を読み込みます。 

  ・【れんら君の書込み】・・ 指定したれんら君に設定を書き込みます｡ 

⑥【ﾒｰﾙ作成ﾂｰﾙﾊﾞｰ】  

  ・【新規ﾒｰﾙ】・・・・・・ ﾒｰﾙを新規に作成します。 

  ・【ﾒｰﾙの編集】・・・・・・ 選択したﾒｰﾙを編集します。 

  ・【ﾒｰﾙのｺﾋﾟｰ】・・・・・・ 選択したﾒｰﾙをﾊﾟｿｺﾝのｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰします｡ 

  ・【ﾒｰﾙの複製】・・・・・・ ﾊﾟｿｺﾝのｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰされているﾒｰﾙの複製を作成します。 

  ・【戻る】・・・・・・・・・ ﾒｰﾙ編集を終了します。 

⑦【登録ﾒｰﾙ表示】・・・・・・ ﾒｰﾙﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面です。登録されているﾒｰﾙを簡易表示します。 
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9 設定 
 

9-1 れんら君を設定する。 

 

[1]  れんら君設定ｿﾌﾄを起動します｡ 

   (｢ｽﾀｰﾄ｣→｢ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｣→｢れんら君設定ｿﾌﾄ｣→｢れんら君設定ｿﾌﾄ｣) 

 

！ 注意 

ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄによっては、れんら君設定ｿﾌﾄを起動すると「このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾌﾞﾛｯｸし続けますか？」

等と聞かれことがあります。通信がﾌﾞﾛｯｸされないようにﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄを設定してください。設定

方法は、それぞれのﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを参照ください。 

 

 

 

 

 

 

[2] れんら君設定ｿﾌﾄでﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているれんら君を探し、一覧表示します｡ 

 

 

 

｢れんら君の一覧｣をｸﾘｯｸします｡

すると､LAN につながっている 

 

 

れんら君を探して設定ｿﾌﾄに  

一覧表示します｡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 注意 

「接続ｴﾗｰ！」「LANｹｰﾌﾞﾙが接続されていません！」というﾒｯｾｰｼﾞが出てくることがあります。

このﾒｯｾｰｼﾞは LANｹｰﾌﾞﾙが接続されていないときのほかに、ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄが通信を遮断している 

ときにも出てきます。 

そのときは、ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄにれんら君設定ｿﾌﾄの通信の許可を与えてください。 
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[3] れんら君の一覧の中から設定したいれんら君を選び「れんら君の読込み」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸす

るとれんら君の設定情報を読み込みにいきます。初めて接続したれんら君も同様に設定の読

み込みを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

れんら君のﾃﾞﾌｫﾙﾄIPｱﾄﾞﾚｽは「192.168.0.251」、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸは「255.255.255.0」です。この

ときは設定ｿﾌﾄをｲﾝｽﾄｰﾙしているﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽが「192.168.0.＊」、「255.255.255.0」で

なければ基本的にれんら君と通信できません。（＊は 1～250、252～254 の範囲内で任意） 

通信できないときは次の表示になります。 

 

「ｷｬﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。そして、ﾊﾟｿｺﾝの

IPｱﾄﾞﾚｽを変更もしくは IPｱﾄﾞﾚｽを追加してください。

（Windowsﾊﾟｿｺﾝは複数の IPｱﾄﾞﾚｽを登録できます。）

 

 

 

 

 

 

 

また、ﾊﾟｿｺﾝに複数の Ethenetｱﾀﾞﾌﾟﾀが存在する場合、接続前に次のｳｨﾝﾄﾞｳが表示されます。 

 

ﾊﾟｿｺﾝの Ethernetｱﾀﾞﾌﾟﾀの違い

により、表示は異なります。 

れんら君が接続されている Ethernetｱﾀﾞﾌﾟﾀを選択して、「決定」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

「詳細」ﾎﾞﾀﾝから、それぞれの Ethernetｱﾀﾞﾌﾟﾀの IPｱﾄﾞﾚｽ、MACｱﾄﾞﾚｽ、ﾛｰｶﾙﾎｽﾄ名等が確認で

きます（12-8-1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの IPｱﾄﾞﾚｽ 参照）。 
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ﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽの変更、追加はﾏｲﾈｯﾄﾜｰｸ設定で行います。WindowsXP の時は次のように行い

ます。 

「ｽﾀｰﾄ」→「設定」→「ﾈｯﾄﾜｰｸ接続」→「ﾛｰｶﾙｴﾘｱ接続」→「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」とたどり 

「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾟﾛﾄｺﾙTCP/IP」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。 

 

Windows VISTA、Windows 7 、Windows 8 ではﾈｯﾄﾜｰｸ設定で行います。 

「ｽﾀｰﾄ」→「ｺﾝﾄﾛｰﾙ ﾊﾟﾈﾙ」→「ﾈｯﾄﾜｰｸの状態とﾀｽｸの表示」→「ﾈｯﾄﾜｰｸ(ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ)の 

接続」の「状態の表示」→「ﾛｰｶﾙｴﾘｱ接続の状態」（Windows 7 では「ﾛｰｶﾙｴﾘｱ接続」）→ 

「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」とたどり「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ4(TCP/Ipv4)」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。 

れんら君設定ｿﾌﾄでれんら君の設定を終

え、設定ｿﾌﾄを終了した後は、「ｲﾝﾀｰﾈｯ

ﾄ ﾌﾟﾛﾄｺﾙTCP/IP」の設定を元に戻してく

ださい。ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を戻さなければご使

用のﾊﾟｿｺﾝでｲﾝﾀｰﾈｯﾄ､ﾒｰﾙなどのｻｰﾋﾞｽが

利用できない可能性があります。 

（これは一例です。れんら君の IPｱﾄﾞﾚｽ

が変更されていたらそれに応じてﾊﾟｿｺﾝ

の IPｱﾄﾞﾚｽも変更してください。） 

 

！ 注意 

れんら君と接続する為には 

「次の IPｱﾄﾞﾚｽを使う」にﾁｪｯｸを入れ

左図のように IPｱﾄﾞﾚｽとｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸに数

字を入力します。そして「OK」をｸﾘｯｸ

してﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを閉じます。 

通常は「IPｱﾄﾞﾚｽを自動的に取得する」

にﾁｪｯｸが入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び「れんら君の読込み」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとれんら君の設定情報を読み込むことができます。 
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[4] れんら君の一覧の中から設定したいれんら君を選びｸﾘｯｸするとれんら君設定情報画面に

切り替わります｡れんら君ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸして､れんら君のIPｱﾄﾞﾚｽ､ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ､ｻﾌﾞ

ﾈｯﾄﾏｽｸ、DNSｱﾄﾞﾚｽを設定します｡下記設定画面は UNC-RP05 のものですが、他の機種でも同様

に設定してください。 

 

 

れんら君のIPｱﾄﾞﾚｽ,ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを

入力します 

 

 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽを 

 ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲに入力します 

 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽを 

DNSｱﾄﾞﾚｽに入力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸの設定範囲は 

224.0.0.0～255.255.255.252 

（3ﾋﾞｯﾄ～30ﾋﾞｯﾄ）までです。 

0.0.0.0 を入力しますと自動的に

224.0.0.0 に変換されます。 

 

 

 

 

 

 

 

検出されたれんら君の一覧には次の情報が表示されます。 

 

ﾕﾆｯﾄ名 れんら君のﾕﾆｯﾄ名です。Mailｺﾝﾄﾛｰﾙ設定ﾀﾌﾞで設定したﾕﾆｯﾄ名が表示されます。 

ﾀｲﾌﾟ れんら君のﾀｲﾌﾟを表示します。UNC-RP05 であれば「TypeA5 認証」 

UNCM-RP11 であれば「TypeB 認証」と表示されます。 

IPｱﾄﾞﾚｽ れんら君の IPｱﾄﾞﾚｽです。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄ れんら君のｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸです。 

MACｱﾄﾞﾚｽ れんら君の MACｱﾄﾞﾚｽです。 

製品名 れんら君の製品名（型式）です。 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号 れんら君の組み込みｿﾌﾄのﾊﾞｰｼﾞｮﾝを表示します。 

備考 れんら君の設定値を変更し、れんら君の一覧の他のれんら君をｸﾘｯｸしたとき 

「変更あり」と表示されます。れんら君の認証ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞがﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと異なる

ときは「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが違います」と表示されます。 
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[5] 他のﾀﾌﾞも下図のように入力します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんら君認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞです。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄは「root」です。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを変更するときは右記に従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから与えられた 

SMTPｻｰﾊﾞｰを入力します。 

 

通常は「25」や「587」です。 

 

SMTP 認証ﾀｲﾌﾟを選択します。 

 

SMTP 認証ﾀｲﾌﾟで「SMTP_AUTH」を選択した場合の

み、下記①、②いずれかの設定をします。 

① SMTPｱｶｳﾝﾄ名と SMTPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが受信ﾒｰﾙと同じ

設定を使用する場合は、☑します。 

② 受信ﾒｰﾙと違う設定を使用する場合、SMTP ｱ

ｶｳﾝﾄ名と SMTPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します。 

 

送信ｴﾗｰから次に送信動作をするまでの間隔を入

力します。 

 

ﾘﾄﾗｲを繰り返す回数の設定です。 

－１回の設定の場合、回数制限なくﾘﾄﾗｲを繰り返

します。 

任意のｷｰで編集ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます 

 

 

 

 

 

Rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定値は、必ず控え

をとって下さい。 

 区別します。 

 大文字、小文字を

④確認をｸﾘｯｸ

③①を再入力する

②確認をｸﾘｯｸ

①変更するﾊﾟｽﾜｰ

ﾄﾞを入力する
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 ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから与えられた 

 POP3ｻｰﾊﾞｰを入力します。 

  

 POP3ﾎﾟｰﾄは通常「110」です。 

  

POP3 認証ﾀｲﾌﾟを選択します。 

通常「POP」です。 

 

 

 

 

 ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから与えられたﾒｰﾙｱｶｳﾝﾄと

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します｡  

 

 

 任意なﾕｰｻﾞｰ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを半角英数で入力して

下さい。ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ機能を使用するときに必要に

なります。 

 

問い合わせ間隔はれんら君がﾒｰﾙ受信をする 

 

 

 

 

 時間間隔です｡ 

 ０分の場合は、問い合わせをしません。ｺﾏﾝﾄﾞ

ﾒｰﾙを使用する場合は 1 分以上の値を設定して

ください。 

 

 

  

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから与えられた E-mailｱﾄﾞﾚｽを  

 入力してください｡ 

 

 

 便利です｡ 

 (ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙについての詳細は、後述の 14 章を参照ください｡) 

 １つのﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを複数のれんら君に使用するときﾒｰﾙ返信元を判別するのに 

 また、ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ機能を使用するとき、ﾕﾆｯﾄ名称が、ﾒｰﾙ返信元名となります｡ 

 れんら君設定ｿﾌﾄから複数のれんら君を管理するとき判別するのに便利です｡ 

 ﾕﾆｯﾄ名は、それぞれのれんら君に固有の名前にしてください｡ 

 ﾕﾆｯﾄ名について 
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れんら君の一覧で検出されないように存在を

隠す場合にﾁｪｯｸをつけます。 

これを設定した後、れんら君の設定変更ができ

なくなるので注意してください。 

 

 

設定更新時にれんら君が自動で設定ﾓｰﾄﾞにな

ることを禁止する場合は、ﾁｪｯｸをつけます。

この場合は、手動で設定ﾓｰﾄﾞに切り替えなけれ

ば、れんら君の設定は更新されません。 

 

入力監視停止時に、実行されている出力処理を

ｸﾘｱせず継続させる場合にﾁｪｯｸをつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異常発生から復旧までの待機時間を入力 ﾃﾞﾌｫﾙﾄは出力ｸﾘｱですが、その場合でもｺﾏﾝﾄﾞﾒｰ

ﾙによる出力は実行されます。 

 

します。0分の場合は、復旧しません。  

 

 
ｼｽﾃﾑ制御について 

通常は設定する必要はありません。主に匿名のれんら君に対する問い合わせや設定の更新

などの遠隔操作に制限を設けます。制限を設けることでｾｷｭﾘﾃｨの向上を図れます。 

 

 

 

 

れんら君に外部入力があったときの動作を

設定します。 

 

左図の例では、入力が入ってすぐに注意ﾒｰﾙ

を送信します。 

 

 

[Esc]ｷｰを押して下さい。 

 

判定時間の範囲選択 

[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ、又は、[Enter]ｷｰを押してください。

編集を破棄する場合は、[ｷｬﾝｾﾙ]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ、又は、

判定時間を入力します

ｸﾘｯｸ、又は、任意のｷｰ押下で編集ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します

 

 

 

 

 

その後、入力が 10 秒継続すると警報 1ﾒｰﾙが

送信され、出力が ON します。 

 

 

 

 

さらに、入力が 10 秒継続すると警報 2ﾒｰﾙが

送信されます。 

 

 

 

 

入力がなくなると同時に復帰ﾒｰﾙが送信さ

れ、出力が OFF となります。 

 

その後の15秒間は入力があっても無視され、

動作を行いません。 

 

入力極性を設定できます。左図の例では入力

接点が LOW 側（6V 以下）になったとき注意判

定が行われます。入力極性を High に設定し

たときは入力端子が 0V 側から 24V 側に変化

したときに入力判定を行います。 
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10  れんら君のﾈｯﾄﾜｰｸ環境設定例 
 

れんら君のﾈｯﾄﾜｰｸ環境設定例です。一般的な環境、ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを使用した環境、ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰを使

用した環境、ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰを使用した環境の 4ﾊﾟﾀｰﾝを記載しています。概ね、これらの 4ﾊﾟﾀｰﾝ

のいずれかに当てはまる環境と思われます。 
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10-1 一般的な環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的なｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境での設定例（NTT 西日本のﾌﾚｯﾂ光ﾌﾟﾚﾐｱﾑ）です。ﾓﾃﾞﾑとﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ

ｰは一体型となっている場合があります。 

 

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの設定

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 

  

ﾊﾟｿｺﾝ等ﾈｯﾄﾜｰｸ機器（通常お使いになられるﾊﾟｿｺﾝ）

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.10（固定 IPｱﾄﾞﾚｽ）や 192.168.24.51（DHCP 割り当て）など 

  

れんら君  

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.20 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ ：255.255.255.0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ ：192.168.24.1 （ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 （ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽ） SMTPｻｰﾊﾞｰ、POP3ｻｰﾊﾞｰが IPｱﾄﾞﾚｽの時は、 

ｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 （ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽ） DNSｱﾄﾞﾚｽに、0.0.0.0 を入力する。 

SMTPｻｰﾊﾞｰ ：＊.ocn.ne.jp （ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の文字列）  

POP3ｻｰﾊﾞｰ ：＊.ocn.ne.jp （ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の文字列）  

  

この設定で、れんら君が正常にﾒｰﾙ通信を行えないときは 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｱﾄﾞﾚｽおよびｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｱﾄﾞﾚｽにﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の IPｱﾄﾞﾚｽを入力してください。 

例えば、202.＊.＊.＊ など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデム
または

光終端装置

ブロードバンドルーター

パソコン等
ネットワーク機器

HUB

れんら君

インターネット

注意！  

れんら君のﾃﾞﾌｫﾙﾄIPｱﾄﾞﾚｽは 192.168.0.251 です。れんら君と通信するためには一度ﾊﾟｿｺﾝ

の IPｱﾄﾞﾚｽを 192.168.0.10 などに変更しなければなりません。ﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽを

192.168.0.10 等に変更して、れんら君設定ｿﾌﾄでれんら君の IPｱﾄﾞﾚｽを 192.168.24.20 に変

更します。そして、再びﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽを元に戻します。（192.168.24.10 など） 

 

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽが設定例とは違うときは、その値に読み替えてください。 

例えば、192.168.1.1 のときは、ﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽを 192.168.1.10 に、れんら君の IPｱﾄﾞﾚｽ

を 192.168.1.20 のようにしてください。 
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10-2 ﾌﾟﾛｷｼ環境 

 

 
 

モデム
または

光終端装置

ブロードバンドルーター HUB

れんら君

インターネット

プロキシサーバー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを使ったｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境での設定例です。ﾓﾃﾞﾑとﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰは一体型となってい

る場合があります。 

 

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの設定

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 

  

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞの設定

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.10 

  

れんら君  

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.20 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ ：255.255.255.0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ ：0.0.0.0 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：0.0.0.0 

ｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：0.0.0.0 

SMTPｻｰﾊﾞｰ ：192.168.24.1 （ﾌﾟﾛｷｼﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

POP3ｻｰﾊﾞｰ ：192.168.24.1 （ﾌﾟﾛｷｼﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

注意！  

この設定例は、ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞがﾒｰﾙの送受信を請け負っていることが前提となっています。 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞが Webﾌﾞﾗｳｻﾞしか対応していないときは、れんら君の設定を一般的な環境での 

設定例を参考に行ってください。 
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10-3 ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ環境 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰを使ったｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境での設定例です。ﾓﾃﾞﾑとﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰは一体型となってい

る場合があります。 

 

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰの設定

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 

  

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの設定

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.10 

  

れんら君  

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.20 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ ：255.255.255.0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ ：192.168.24.1 （ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 （ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

ｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.24.1 （ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰﾊﾟｿｺﾝの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

SMTPｻｰﾊﾞｰ ：＊.ocn.ne.jp （ﾕｰｻﾞｰ任意の文字列またはﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の文字列） 

POP3ｻｰﾊﾞｰ ：＊.ocn.ne.jp （ﾕｰｻﾞｰ任意の文字列またはﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の文字列） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデム
または

光終端装置

ブロードバンドルーター HUB

メールサーバー

れんら君

インターネット

 

注意！  

この設定例は、ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰがﾒｰﾙの送受信を請け負っていることが前提となっています。 

SMTPｻｰﾊﾞｰ、POP3ｻｰﾊﾞｰに IPｱﾄﾞﾚｽを入力するときは、ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｻｰﾊﾞｰ、ｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｻｰﾊﾞｰに

0.0.0.0 を入力します。 
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10-4 ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰ環境 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰを使ったｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境での設定例です。 

ﾓﾊﾞｲﾙﾃﾞｰﾀ通信ｶｰﾄﾞは FOMA や PHS など各種の CFｶｰﾄﾞﾀｲﾌﾟが一般的です。 

 

ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰの設定

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.1.1 

  

れんら君  

IPｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.1.20 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ ：255.255.255.0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ ：192.168.1.1 （ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.1.1 （ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

ｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｱﾄﾞﾚｽ ：192.168.1.1 （ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰの IPｱﾄﾞﾚｽ） 

SMTPｻｰﾊﾞｰ ：＊.ocn.ne.jp （ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の文字列） 

POP3ｻｰﾊﾞｰ ：＊.ocn.ne.jp （ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ指定の文字列） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

モバイルルーター

れんら君

モバイルデータ通信カード

 

 

注意！  

この設定例は、ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰがﾒｰﾙの送受信を請け負っていることが前提となっています。 

ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀｰが Webﾌﾞﾗｳｻﾞしか対応していないとき、または、ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰとして用いてい

るときは、れんら君の設定を一般的な環境での設定例を参考に行ってください。 
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11 れんら君に登録するﾒｰﾙを作成します 
[1]れんら君設定ｿﾌﾄを起動します。 

 

[2]「れんら君の一覧」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして接続されているれんら君を検出します。 

  検出されたれんら君の一覧からﾒｰﾙ登録をしたいれんら君を選択（ｸﾘｯｸ）します。 

  出てきた設定情報画面の中から入力要因のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

 
登録したい要因のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしま

す。すると、ﾎﾞﾀﾝがﾋﾟﾝｸ色になり、

ﾒｰﾙ登録が可能になります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
判定時間を「設定しない」にしてい

ると、その要因はﾒｰﾙ登録できませ

ん。 

 

 

 

 

 

ﾒｰﾙ登録が可能になると、ﾒｰﾙ作成ができるようになります。 

 

 

 

新規ﾒｰﾙﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、ﾒｰﾙを作成してください。 

 

！ 注意 

ﾒｰﾙ登録における制限事項 

れんら君に登録するﾒｰﾙには制限事項があります。 

 

１．一通あたりのﾒｰﾙｻｲｽﾞ 

 れんら君に登録できるﾒｰﾙのｻｲｽﾞは一通当たり最大 64KB です。添付ﾌｧｲﾙを登録することが

できますがﾒｰﾙｻｲｽﾞには気をつけてください。ﾒｰﾙに添付されるﾌｧｲﾙは、登録時およそ 1.3 倍

になります。 

 

２．合計のﾒｰﾙ容量 

 登録ﾒｰﾙの合計容量は 320KB です。これを越えて設定したとき、「れんら君の書込み」ﾎﾞ 

ﾀﾝを押すと、ｴﾗｰが出ます。ﾒｰﾙ容量を抑えてﾒｰﾙの再登録をしてください。 

 

３．ﾒｰﾙ登録件数 

 UNC-RP05 の場合、「注意」「警報 1」「警報２」「復帰」の 4 要因 

 UNCM-RP11 の場合、「注意」「警報」「復帰」の 3 要因があります。 

それぞれの要因毎に 6件までﾒｰﾙ登録できます。 

 

４．ﾒｰﾙ形式 

れんら君設定ｿﾌﾄは、ﾃｷｽﾄ形式で本文を作成します。html 形式、ﾊｲﾊﾟｰﾃｷｽﾄには対応してい

ません。 
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11-1 ﾒｰﾙの作成 

 

新規ﾒｰﾙﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾒｰﾙ作成画面が表示されます。ﾒｰﾙを作成してください。 

  

 

 

 

添付ﾎﾞﾀﾝを押せば添付ﾌｧｲﾙを登録することが

できます。登録された添付ﾌｧｲﾙはﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸす

ると開けることができます。 

 

一通のﾒｰﾙｻｲｽﾞの最大容量は 64KB です。64KB を

100%とした場合のﾒｰﾙの大きさを示します。 

添付ﾌｧｲﾙはﾒｰﾙ登録すると、およそ 1.3 倍の大

きさになります。容量に気をつけてください。

 

このﾒｰﾙをﾊﾟｿｺﾝから送信します。正常に送れる

かのﾃｽﾄになります。 

ﾒｯｾｰｼﾞの送信者と宛先、必要に応じて CC や BCC

を選択して、「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

 

新しいﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを登録するには新しい連絡先

をｸﾘｯｸしてください。 

「表示名」欄に連絡先の名前、「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ」欄

にﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力し「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくだ

さい。 

「登録ﾎﾞﾀﾝ」をｸﾘｯｸすれば登録されます。 

登録しないときは「ｷｬﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。

「送信者」ﾎﾞﾀﾝ、「宛先」ﾎﾞﾀﾝ、「CC」ﾎﾞﾀﾝ、

「BCC」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしますと「受信者の選択」

画面を表示します。 

 

 

 
 

件名を入力してください。 

 

本文を入力してください。 
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11-2 ﾒｰﾙのﾃｽﾄ送信 

 

ﾊﾟｿｺﾝからﾒｰﾙを送信し、正しく送信できるかの確認を行います。 

画面に表示されているﾒｰﾙを実際に送りますので、ご注意下さい。 

 

 

ﾒｰﾙのﾃｽﾄ送信機能はﾌﾘｰの dllﾌｧｲﾙ"BSMTP.dll"を使用して実行されています。 

"BSMTP.dll"の作者様の HP → http://www.hi-ho.ne.jp/babaq/index.html 

2012 年 7 月 20 日現在 

 

また、以下の条件を満たすﾊﾟｿｺﾝから行って下さい。 

１．設定終了後にれんら君が接続する予定のﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続されているﾊﾟｿｺﾝである

こと。 

２．DNSｻｰﾊﾞｰを使用する場合、れんら君に設定された DNSｻｰﾊﾞｰとﾊﾟｿｺﾝに設定されて

いる DNSｻｰﾊﾞｰが同じであること。同様に、ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲのｱﾄﾞﾚｽが等しいこと。 

 

 
ﾒｰﾙ作成画面の右下にある「ﾃｽﾄ送信」ﾎﾞﾀﾝを押

すと、「詳細表示」画面の「Mail 送信設定」項

目に設定されている情報に従って、ﾊﾟｿｺﾝからこ

のﾒｰﾙを送信します。 

 

 

 

 
 

 
ﾒｰﾙをﾃｽﾄ送信する前に、「Mail 送信設定」項目

の設定を行って下さい。 
 

 
 

 
！ 注意  
この「ﾃｽﾄﾒｰﾙ送信」機能は、「ﾈｯﾄﾜｰｸ接続」項

目の設定値は参照しません。IPｱﾄﾞﾚｽや DNSｻｰﾊﾞ

ｰｱﾄﾞﾚｽ、ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲのｱﾄﾞﾚｽ等は、ﾊﾟｿｺﾝに設

定されているｱﾄﾞﾚｽを使用しています。 

 

 

 

 

こちらからﾒｰﾙをﾃｽﾄ送信します。  

 

「ﾃｽﾄ送信」を実行後、「Mail 送信設定」項目で設定された情報をもとに、ﾊﾟｿｺﾝから自動的

にﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰと接続し、ﾒｰﾙ送信完了後に「ﾃｽﾄ送信」を終了します。 

宛先入力は半角 400 文字以下（合計で）にしてください。 

 

ﾒｰﾙ送信時、何らかの原因で送信ｴﾗｰが発生した場合、次のようなｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

（例）認証方式が異なるときに出現するｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞです。 
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ﾒｰﾙ送信に失敗した場合でも、ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰに接続できれば応答ｺｰﾄﾞが返ってきます。 

応答ｺｰﾄﾞは、ﾒｰﾙ送信に失敗した原因を数字で表したものです。 

応答ｺｰﾄﾞおよびｴﾗｰ内容の詳細について、以下に記載します。 

 

 

 

 

11-2-1 ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰから切断されたときのｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 
 

ﾒｰﾙのﾃｽﾄ送信時にﾒｰﾙｻｰﾊﾞから切断されたときの、原因とその対処方法の例を以下に記載しま

す。  

 

応答ｺｰﾄﾞ 切断された原因 対処例 

502 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰがｻﾎﾟｰﾄしていないｺﾏﾝﾄﾞを送っ

た際に発生します。 

 

【例】SMTP 認証をｻﾎﾟｰﾄしていないﾒｰﾙｻｰﾊﾞ

ｰに、SMTP 認証で接続した場合など 

 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの設定を確認し、本設定ｿﾌ

ﾄの「Mail 送信設定」の訂正を行っ

て下さい。 

 

504 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰがｻﾎﾟｰﾄしていないﾊﾟﾗﾒｰﾀを持っ

たｺﾏﾝﾄﾞを送った際に発生します。 

 

【例】SMTP 認証方式の”LOGIN”方式をﾒｰ

ﾙｻｰﾊﾞｰがｻﾎﾟｰﾄしていない場合など 

 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの設定（拡張 SMTP もしく

は ESMTP の設定)を確認し、”LOGIN”

方式を有効にして下さい。 

 

530 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰと接続するには、SMTP 認証が必要

です。 

 

【例】「Mail 送信設定」項目の「SMTP 認

証ﾀｲﾌﾟ」を「SMTP AUTH」以外に設定して

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰへ接続した場合など 

 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰに接続するには SMTP 認証

が必要です。「Mail 送信設定」の

「SMTP 認証ﾀｲﾌﾟ」を「SMTP AUTH」

に設定して下さい。 

 

535 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰへのﾛｸﾞｲﾝに失敗しました。 

「Mail 送信設定」項目の「SMTPｱｶｳﾝﾄ」お

よび「SMTPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」が不正な場合などで

発生します。 

 

【例】ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰに登録されていない SMTPｱ

ｶｳﾝﾄでﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰと接続しようとした場合

など 

 

 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰに登録されているｱｶｳﾝﾄ

(およびﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ)と本設定ｿﾌﾄの

「Mail 送信設定」項目の「SMTPｱｶｳ

ﾝﾄ」(および「SMTPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」)をご

確認下さい。 
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応答ｺｰﾄﾞ ｴﾗｰの内容 対処例 

550 

 

宛先のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ名が利用不可、または指定

したｱﾄﾞﾚｽ（ﾄﾞﾒｲﾝ）のﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰが見つから

ないなどの理由でﾒｰﾙが送信できなかった

場合に発生します。 

 

【例】DNSｻｰﾊﾞｰのｱﾄﾞﾚｽが不正な為、ﾒｰﾙｻｰ

ﾊﾞｰが見つからない（ﾄﾞﾒｲﾝ名の名前解決が

できない）場合など 

 

！ 注意 
この「ﾃｽﾄﾒｰﾙ送信」機能は、「ﾈｯﾄﾜｰｸ接続」

項目の設定値は参照しません。ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄ

ｳｪｲのｱﾄﾞﾚｽや DNSｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾚｽ等は、ﾊﾟｿｺﾝ

に設定されているｱﾄﾞﾚｽを使用していま

す。ﾊﾟｿｺﾝとれんら君のﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲのｱ

ﾄﾞﾚｽ、DNSｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾚｽが異なる場合、この

ｴﾗｰが発生する可能性があります。 

 

 

宛先のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽは正しいか、または

DNSｻｰﾊﾞｰを使用する場合、SMTPｻｰﾊﾞ

ｰのﾄﾞﾒｲﾝ名の名前解決がなされて

いるかをご確認下さい。 

 

 

 

553 

 

宛先のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ名が不適切な為、ﾒｰﾙが送

信できない場合に発生します。 

 

 

宛先のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをご確認下さい。 

 

 

 

11-2-2 ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰと接続できないときのｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 
 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞが見つからない、接続できない場合、以下のようなﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

「Mail 送信設定」項目で設定された SMTPｻｰﾊﾞｰｱｶｳﾝﾄ（ﾄﾞﾒｲﾝ名）のﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰがﾈｯﾄﾜｰｸ上に存

在しない、またはﾊﾟｿｺﾝがﾈｯﾄﾜｰｸに接続されていない等の原因が考えられます。 

「ﾈｯﾄﾜｰｸ設定」項目および、「Mail 送信設定」項目をご確認ください。 
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11-2 登録したﾒｰﾙの編集 

 

登録したﾒｰﾙは編集、同じﾒｰﾙのｺﾋﾟｰ、複製が行えます。  
 

 

 

 

 

新規ﾒｰﾙ：ﾒｰﾙを新規作成できます。登録しようとする入力要因が合計 5 件までであれば 

  ｸﾘｯｸしたとき新規作成ﾒｰﾙ画面が開きます。すでに 6 件登録していれば、ﾎﾞﾀﾝは 

  白黒表示になり、ｸﾘｯｸしても何も起こりません。 

 

ﾒｰﾙの編集：登録したﾒｰﾙを編集することができます。 

 

画面の一番手前に移動します。 

されている場合、編集したいﾒｰﾙをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ 

注意、警報、復帰の各入力要因ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸした時、ﾒｰﾙ 

が登録されていれば、ﾒｰﾙﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面が開きます。登録 

ﾒｰﾙが複数あれば、一番手前にあるﾒｰﾙが編集対象になり 

ます。「ﾒｰﾙの編集」ﾎﾞﾀﾝ、もしくは一番手前にあるﾒｰﾙ 

をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすれば、ﾒｰﾙ編集画面が開きます。複数登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒｰﾙのｺﾋﾟｰ：選択したﾒｰﾙをｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに貼り付けます。貼り付けられたﾒｰﾙは最新のｺﾋﾟｰされ 

たﾒｰﾙです。 

 

ﾒｰﾙの複製：ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに貼り付けられたﾒｰﾙを読み出し、ﾒｰﾙの複製を貼り付けます。 
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ﾒｰﾙの編集 

 

ﾒｰﾙﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面の一番手前にあるﾒｰﾙを編集することができます。 

「ﾒｰﾙの編集」ﾎﾞﾀﾝまたは、ﾒｰﾙﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面の一番手前にあるﾒｰﾙをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするとﾒｰﾙ編集

画面が開きます。 

 

 

添付ﾌｧｲﾙ一覧 

ﾒｰﾙの本文 

受信者のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

送信者のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

文字ｺｰﾄﾞ 

ﾒｰﾙの文字ｺｰﾄﾞを選択できます。

ﾃﾞﾌｫﾙﾄは「Shift JIS」です。 

ﾒｰﾙの件名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集中のﾒｰﾙｻｲｽﾞと一通のﾒｰﾙに登録可能なﾒｰﾙｻｲｽﾞを割った

比率を表示します。 

一通のﾒｰﾙｻｲｽﾞの最大容量は 64KB です。64KB を 100%とした

場合のﾒｰﾙの大きさを示します。 

添付ﾌｧｲﾙはﾒｰﾙ登録すると、およそ 1.3 倍の大きさになりま

す。容量に気をつけてください。 
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「送信者」、「宛先」、「CC」、「BCC」： 

いずれかのﾀﾌﾞをｸﾘｯｸすれば「受信者の選択」画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受信者の選択をして「送信者」、「宛先」、「CC」、「BCC」のいずれかをｸﾘｯｸすれば 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが追加されます。 

・ 送信者については、上書きされます。 

・ 「宛先」、「CC」、「BCC」で削除したいﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽがある場合は、選択後にﾊﾟｿｺﾝの「Delete」 

ｷｰを押してください。 

・ 受信者のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽの登録は「宛先」、「CC」、「BCC」併せて 100 件を上限に設定してく

ださい。100 件以上の登録がありますと、ﾒｰﾙﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞによってはｽﾊﾟﾑﾒｰﾙとみなして、ﾒ

ｰﾙを送信できないことがあります。 

・ ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽは直接「送信者」、「宛先」、「CC」、「BCC」欄に入力することができます。 

  「宛先」、「CC」、「BCC」に複数のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを直接入力される場合はﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽとﾒｰﾙ 

ｱﾄﾞﾚｽの間に「;」半角のｾﾐｺﾛﾝで区切ってください。 

 

 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを追加されるときは「新しい連絡先」をｸﾘｯｸしてください。 

 

 

 

 「表示名」欄に連絡先の名前、「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ」欄

にﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力し「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくだ

さい。 

 

 

なお、表示名では「”」「<」「>」は禁止文字

になっています。 
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出力ﾌｧｲﾙの文字ｺｰﾄﾞ指定 

 

ﾒｰﾙの文字ｺｰﾄﾞを指定することができます。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは「Sift JIS」です。 

他の文字ｺｰﾄﾞを選択してﾒｰﾙを作成、編集するとその時選んだ文字ｺｰﾄﾞがﾃﾞﾌｫﾙﾄになります。 

本設定ｿﾌﾄで対応している文字ｺｰﾄﾞは次のとおりです。 

 

日本語(Shift JIS) Unicode(UTF-7) 

日本語(ISO-2022-JP) Unicode(UTF-8) 

日本語(EUC-JP)  

 

ﾌｧｲﾙを添付する 

 

ﾒｰﾙに添付ﾌｧｲﾙを付ける事ができます。 

「添付」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、添付ﾌｧｲﾙを選択してください。 

ただし、一通のﾒｰﾙｻｲｽﾞの最大容量は 64KB です。添付ﾌｧｲﾙはﾒｰﾙ登録すると、およそ 1.3 倍の

大きさになります。容量に気をつけてください。 

 

添付ﾌｧｲﾙの大きさが 64KB 以上のときは次のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

このときは添付ﾌｧｲﾙを削除してください。 

 

登録ﾒｰﾙの総容量は約 320KB までです。これを越えてﾒｰﾙを登録し、「れんら君の書込み」ﾎﾞ

ﾀﾝをｸﾘｯｸしてれんら君に登録しようとすると次のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

ﾒｰﾙ件数を減らすことや、添付ﾌｧｲﾙの容量削減や削除、ﾒｰﾙ本文を短くする等、総容量を小さ

くしてください。 

 

添付ﾌｧｲﾙはﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸをすると開くことができます。また、選択してﾊﾟｿｺﾝの「Delete」ｷｰを

押すと削除できます。 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒｰﾙの編集が終われば「登録」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。ﾒｰﾙが設定ｿﾌﾄに登録されます。 
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11-3 ﾒｰﾙのｺﾋﾟｰ 

 

選択したﾒｰﾙをｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに貼り付けます。貼り付けられたﾒｰﾙは最新のｺﾋﾟｰされたﾒｰﾙです。 

「注意」「警報」「復帰」の入力要因に登録されているﾒｰﾙのいずれかを選択します。 

下図では、入力 1 要因設定の注意ﾒｰﾙに登録されているﾒｰﾙを選択しています。 

 

 
「ﾒｰﾙのｺﾋﾟｰ」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにﾒｰﾙがｺﾋﾟｰされま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 一番手前にあるﾒｰﾙがｺﾋﾟｰ対象

のﾒｰﾙになります。  

 

 

 

 

 

 

11-4 ﾒｰﾙの複製 

 

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに貼り付けられたﾒｰﾙを読み出し、ﾒｰﾙの複製を貼り付けます。 

 

「ﾒｰﾙの複製」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ貼り付けられていた

ﾒｰﾙの複製が作成されます。 

ﾒｰﾙの複製が作成、登録されま

す。「ﾒｰﾙの作成」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし

た時ﾒｰﾙ一覧の一番手前に新規

作成されたﾒｰﾙが表示されます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒｰﾙはｺﾋﾟｰされたﾒｰﾙの完全なｺﾋﾟｰです。「ﾒｰﾙの編集」で編集後再登録してください。 
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11-5 ﾒｰﾙの管理形態 

 

れんら君設定ｿﾌﾄで作成、登録されるﾒｰﾙは設定ｿﾌﾄ内でﾒｰﾙ番号をつけて管理されています。 

れんら君 UNC-RP05 と UNCM-RP11 での管理ﾒｰﾙ番号の付け方は基本的に同様になります。 

 

ﾒｰﾙ番号管理表 

 

UNC-RP05 （TypeA5） 

 入力 0 要因設定ﾒｰﾙ 入力 1 要因設定ﾒｰﾙ 

注意 MFW201.EML – MFW206.EML MFW211.EML – MFW216.EML 
警報 1 MFW701.EML – MFW706.EML MFW711.EML – MFW716.EML 

MFW801.EML – MFW806.EML MFW811.EML – MFW816.EML 警報 2 

復帰 MFW101.EML – MFW106.EML MFW111.EML – MFW816.EML 
 

 

UNCM-RP11 （TypeB） 

 入力 0 要因設定ﾒｰﾙ 入力 1 要因設定ﾒｰﾙ 

注意 MFW201.EML – MFW206.EML MFW211.EML – MFW216.EML 
警報 MFW701.EML – MFW706.EML MFW711.EML – MFW716.EML 
復帰 MFW101.EML – MFW106.EML MFW111.EML – MFW816.EML 
 

 入力 n 要因設定ﾒｰﾙ (n=2－7) 

MFW2n1.EML – MFW2n6.EML 注意 

MFW7n1.EML – MFW7n6.EML 警報 

MFW1n1.EML – MFW1n6.EML 復帰 

 

 MFW201.EML なので 

 入力 1要因の注意ﾒｰﾙの最初に登録されたﾒｰﾙ 

 

 

このﾒｰﾙの文字ｺｰﾄﾞは「SJIS」なので「Shift JIS」

EUC-JP：EUC 

ISO-2022-JP：JIS   UTF-8：UTF8 

Shift JIS：SJIS    UTF-7：UTF7 

 

それぞれ次のようになります。 

ﾒｰﾙのﾌﾟﾚﾋﾞｭｰには、文字ｺｰﾄﾞも表示されます。
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11-6 設定をれんら君に保存 

設定が終われば、｢れんら君の書込み｣をｸﾘｯｸしてください｡設定とﾒｰﾙの書込みを行いま

す。れんら君にﾒｰﾙが転送され､ れんら君にﾒｰﾙの登録が完了します｡ 

 

「れんら君の書込み」をｸﾘｯｸしますと次のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書込み方法の選択 

 

・現在選択されているれんら君だけ書込みをおこないます 

「検出されたれんら君の一覧」の中から選択している一台のれんら君の設定とﾒｰﾙを 

 書き込みます。 

 

・接続されている全てのれんら君にいっせいに書込みを行います 

「検出されたれんら君の一覧」に表示されているれんら君全てに書込みを行います。 

 このときは、一台ずつ書込みに行きますので、れんら君の数が多いと少々時間がか 

かります。 

 

どちらかを選択後、「実行」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんら君へ設定とﾒｰﾙの書込みが始まります。設定の書込みを行う為れんら君は自動的に

再起動し、設定ﾓｰﾄﾞに移行します。書込みが完了すると、「設定内容の書込み」表示は

自動的に閉じます。 
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以上で、れんら君の設定は完了しました。動作を確認の上、れんら君をご使用ください｡ 

 

書込みに失敗したとき、次のような表示がされるときがあります。 

 

 

 

 

 

 

LAN の配線、ﾈｯﾄﾜｰｸの通信ﾃﾞｰﾀ量の、混み具合ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄの通信遮断などが原因で起こ

ります。 

周辺状況の確認、設定ｿﾌﾄを起動しているﾊﾟｿｺﾝの確認を行ってください。 
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11-7 れんら君から設定を読み出しする 

 

設定の読み込み 

 

[1]「検出されたれんら君の一覧」から設定を読み出したいれんら君を選びｸﾘｯｸします 

 

[2]「れんら君の読込み」をｸﾘｯｸして下さい 

 

[3] 選択したれんら君から設定を読み込み、設定値を設定ｿﾌﾄに表示します。 

  設定内容の詳細を確認の上、修正があれば設定値を変更して、設定をれんら君に書込み 

んでください。 
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12 ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの構成と機能 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰではれんら君の設定値を保存や読み出し、れんら君認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定や 

れんら君のｽﾃｰﾀｽ情報、本設定ｿﾌﾄのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報の確認などが行えます。 

 

 

 

12-1 ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰ 

れんら君の設定値のｾｰﾌﾞや保存ﾃﾞｰﾀの参照のﾒﾆｭｰです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-2 設定ﾃﾞｰﾀの新規作成 （設定ｿﾌﾄver2.5.5 から追加された機能） 

れんら君とﾊﾟｿｺﾝを接続しないで設定ﾃﾞｰﾀを作成したい場合に選びます。 

 

 
設定ﾃﾞｰﾀを作成するれんら君の機種を選択しま

す。 

 

 

 

 
！ 注意  
ここで選択した機種は、後から変更することは出

来ません。 
 

 

 

 

 

 

41/80 



 

 

 

 

決定ﾎﾞﾀﾝを押すと、「検出されたれんら君の一覧」にれんら君が追加され、選択した機種の

設定画面が表示されます。 

れんら君から読込みを行ったﾃﾞｰﾀではない為、MACｱﾄﾞﾚｽ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報は未定となり、"*" が

表示されます。"*" になっていても、「ｾｰﾌﾞ」や「ﾛｰﾄﾞ」は通常と同じように実行できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成した設定ﾃﾞｰﾀは「ｾｰﾌﾞ」で保存します。「ﾛｰﾄﾞ」を行うことで新規作成した設定ﾃﾞ

ｰﾀを読込み、使用できます。 

 

 

 

 

12-3 ｾｰﾌﾞ  

対象のれんら君の設定値をれんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞします。  

ﾌｧｲﾙ名：設定ﾌｧｲﾙに名前をつけます。 

 

メモ：備考欄として扱ってください。 

ｷｬﾝｾﾙ：設定値のｾｰﾌﾞをｷｬﾝｾﾙします。 

 

登録：設定値をｾｰﾌﾞします。 
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12-4 ﾛｰﾄﾞ 

れんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞされているれんら君の設定値を、選択されているれんら君に反映させ

ます。 

 ﾌｧｲﾙ名：登録されているﾌｧｲﾙ名です 

 

ﾒﾓ：登録されているﾒﾓです。 

 

れんら君の機種：選択した機種のみ、設定

ﾌｧｲﾙを表示します。 

 

  
 

 

 

 

 

 読込み：設定値を読込みます。 

  

 ｷｬﾝｾﾙ：設定値の読込みをｷｬﾝｾﾙします。 

 

削除：設定ｿﾌﾄに登録、保存されている 

   設定内容を削除します。 

 

編集：ｾｰﾌﾞされた設定ﾌｧｲﾙの設定値を画面

に表示し、編集できます。（設定ｿﾌ

ﾄver2.5.5 から追加された機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「編集（一覧に追加）」を実行しますと、選択した設定ﾌｧｲﾙを読込み、れんら君の一覧画面

に追加されます。 

 

「編集（一覧に追加）」実行で 

 

 

 れんら君の一覧画面に追加 

 

 

 

 

 

表示された設定ﾃﾞｰﾀは、設定値の変更は可能ですが「れんら君の読込み」および「れんら君

の書込み」はできません。設定値を変更後は「ｾｰﾌﾞ」で保存して下さい。 

 

 

ｲﾝﾎﾟｰﾄしたﾃﾞｰﾀも登録されます。設定が少しだけ違うれんら君をたくさん設定するときに 

ﾛｰﾄﾞ機能を使うと便利です。 
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12-4 ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ 

れんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞされているれんら君の設定値を閲覧します。 

 
 

表の中から設定値を参照したいれ

んら君を選択してください。 

「決定」をｸﾘｯｸしますと下図の 

ような画面に移ります。 

 

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ選択画面から元の画面に

戻るには「戻る」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんら君の設定値が閲覧できます。

ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸすればそれぞれの設定ﾀﾌﾞ

に切り替わります。 

 

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰからﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ選択画面に戻る

には、設定ｿﾌﾄ右上にある 

「戻る」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。
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12-5 ｲﾝﾎﾟｰﾄおよびｴｸｽﾎﾟｰﾄ 

・ ｲﾝﾎﾟｰﾄ：選択したれんら君の設定ﾌｧｲﾙをれんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞします。 

・ ｴｸｽﾎﾟｰﾄ：選択したれんら君の設定値をれんら君設定ｿﾌﾄからｴｸｽﾎﾟｰﾄします。 

 

ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰﾊﾞｰから「ｲﾝﾎﾟｰﾄおよびｴｸｽﾎﾟｰﾄ」を選択しますと確認画面が出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「確認」ｸﾘｯｸしますとｲﾝﾎﾟｰﾄおよびｴｸｽﾎﾟｰﾄの選択画面が出てきます。 
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12-5-1 ｲﾝﾎﾟｰﾄ 
選択したれんら君の設定ﾌｧｲﾙをれんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんら君設定ｿﾌﾄからｴｸｽﾎﾟｰﾄしたﾌｧｲﾙをｲﾝﾎﾟｰﾄすることができます。 

ｲﾝﾎﾟｰﾄしたいﾌｧｲﾙを選択、指定してください。 

ｲﾝﾎﾟｰﾄできるﾌｧｲﾙは拡張子が「ren」となっています。 

 

「確認」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしますと、設定ﾌｧｲﾙがれんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞされます。 

 

ｲﾝﾎﾟｰﾄされたﾃﾞｰﾀは、設定ｿﾌﾄのﾛｰﾄﾞ機能で呼び出すことができます。 
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12-5-2 ｴｸｽﾎﾟｰﾄ 
選択したれんら君の設定値をれんら君設定ｿﾌﾄからｴｸｽﾎﾟｰﾄします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんら君設定ｿﾌﾄにｾｰﾌﾞされている設定値をｴｸｽﾎﾟｰﾄします。ｴｸｽﾎﾟｰﾄしたいﾌｧｲﾙを選択、指定

してください。複数のれんら君を選択しますと、まとめてひとつのﾌｧｲﾙとしてｴｸｽﾎﾟｰﾄします。 

 

「決定」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしますと「ｴｸｽﾎﾟｰﾄの実行」ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが出てきますので「OK」をｸﾘｯ

ｸします。 

 

ﾌｧｲﾙを保存する場所およびﾌｧｲﾙ名を設定して「保存」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

れんら君の設定値がｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。 

 

 

12-6 終了 

れんら君設定ｿﾌﾄを終了します。 
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12-7 ﾂｰﾙﾒﾆｭｰ 

れんら君認証用のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定します。設定ｿﾌﾄがれんら君に接続する為には、認証用のﾊﾟ 

ｽﾜｰﾄﾞが必要になります。また、れんら君のｽﾃｰﾀｽ情報の確認やれんら君に設定ﾃﾞｰﾀを書き込 

んだときの履歴確認が出来ます。 

 

12-7-1 ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 
れんら君は認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞとしてﾃﾞﾌｫﾙﾄで「root」が設定されています。複数のれんら君を設

定するとき、新しいれんら君に接続するたびに認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力する必要があります。 

設定ｿﾌﾄは、れんら君に接続するときﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｽﾜｰﾄﾞで自動的に接続しにいく為、複数のれん

ら君の設定変更をするとき、何度も認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを打ち込む手間を省く為にここで、設定し

ます。（ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを変更する必要が無ければ、ここでﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定変更をする必要は

ありません）。 

 

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」→「ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」とたどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、次のようなﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定は「root」です。 

変更されるときは、「****」を消して、新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを打ち込んでください。 

そして、確認ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしますと設定が反映されます。 
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12-7-2 ｽﾃｰﾀｽ情報 
れんら君の状態と入力接点の ON/OFF を問い合わせます。 

「検出されたれんら君の一覧」から状態を確認するれんら君を選択後にﾒﾆｭｰﾊﾞｰのﾍﾙﾌﾟ→ｽﾃｰ

ﾀｽ情報をｸﾘｯｸで実行します。 

 

 

UNC-RP05 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾕﾆｯﾄ名：れんら君に設定されたﾕﾆｯﾄ名です。 

 

装置：[動作中][設定中][装置異常] 

   れんら君の状態を表示します。 

 

入力監視：[要因監視中][要因監視停止][異常]

   入力の監視動作の状態を表示します。 

 

通知ﾒｰﾙ：[正常動作中][送信ﾘﾄﾗｲ中][送信異常]

     [受信ﾘﾄﾗｲ中][受信異常] 

   ﾒｰﾙによる通知機能の状態を表示します。 

   れんら君が設定ﾓｰﾄﾞの時は「初期化中」と 

  表示されます。設定ﾓｰﾄﾞとは、れんら君が 

  ﾊﾟｿｺﾝからの設定を受信待機している状態の

ことです。 

 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ：[正常動作中][送信ﾘﾄﾗｲ中][送信異常]

     [受信ﾘﾄﾗｲ中][受信異常] 

   ﾒｰﾙによる制御機能の状態を表示します。 

   れんら君が設定ﾓｰﾄﾞの時は「初期化中」と 

  表示されます。 

 

入力 0～1：[ON][OFF] 

  入力接点の状態を表示します。 

 

出力 0：[ON][OFF] 

  出力接点の状態を表示します。 

  [強制]がついているときは、ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙにより

  強制的にその状態になっています。解除する

ためには、ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙの[FRESET]を送信するか

ﾕﾆｯﾄの電源を再投入する必要があります。 

 

状態 0～1：[通常][注意][警報][不感] 

  入力で遷移するﾓｰﾄﾞ状態を表示します。 

  状態が注意→警報など遷移中の時は「???」

  と表示されます。 

 

ｽﾃｰﾀｽ情報取得：ｽﾃｰﾀｽ情報を再取得します。 

 

終了：ｽﾃｰﾀｽ画面を終了します。 

IPｱﾄﾞﾚｽ：れんら君の IPｱﾄﾞﾚｽです。 
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UNCM-RP11 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IPｱﾄﾞﾚｽ：れんら君の IPｱﾄﾞﾚｽです。 

 

ﾕﾆｯﾄ名：れんら君に設定されたﾕﾆｯﾄ名です。 

 

装置：[動作中][設定中][装置異常] 

   れんら君の状態を表示します。 

 

入力監視：[要因監視中][要因監視停止][異常]

   入力の監視動作の状態を表示します。 

 

通知ﾒｰﾙ：[正常動作中][送信ﾘﾄﾗｲ中] 

   ﾒｰﾙによる通知機能の状態を表示します。 

   れんら君が設定ﾓｰﾄﾞの時は「初期化中」と 

  表示されます。設定ﾓｰﾄﾞとは、れんら君が 

  ﾊﾟｿｺﾝからの設定を受信待機している状態の

ことです。 

 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ：[正常動作中][送信ﾘﾄﾗｲ中][送信異常]

     [受信ﾘﾄﾗｲ中][受信異常] 

   ﾒｰﾙによる制御機能の状態を表示します。 

   れんら君が設定ﾓｰﾄﾞの時は「初期化中」と 

  表示されます。 

 

入力 0～1：[ON][OFF] 

  入力接点の状態を表示します。 

 

出力 0：[ON][OFF] 

  出力接点の状態を表示します。 

  [強制]がついているときは、ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙにより

  強制的にその状態になっています。解除する

ためには、ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙの[FRESET]を送信するか

ﾕﾆｯﾄの電源を再投入する必要があります。 

 

状態 0～1：[通常][注意][警報][不感] 

  入力で遷移するﾓｰﾄﾞ状態を表示します。 

  状態が注意→警報など遷移中の時は「???」

  と表示されます。 

 

ｽﾃｰﾀｽ情報取得：ｽﾃｰﾀｽ情報を再取得します。 

 

終了：ｽﾃｰﾀｽ画面を終了します。 
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12-7-3 IPｱﾄﾞﾚｽを指定して接続 
ﾂｰﾙﾊﾞｰの「れんら君の一覧」はﾊﾟｿｺﾝと接続されている全てのれんら君を検出しますが、こち

らは１台のれんら君のみを検出します。 

接続されているれんら君の台数が多い場合などで、特定のれんら君のみ設定を変更したいと

き、ｽﾑｰｽﾞに行えます。 

 

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」→「IPｱﾄﾞﾚｽを指定して接続」とたどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると次のようなﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「れんら君の IPｱﾄﾞﾚｽ」欄にﾊﾟｿｺﾝと接続されているれんら君の IPｱﾄﾞﾚｽを入力し、「接続」

をｸﾘｯｸしますと、ﾊﾟｿｺﾝから目的の IPｱﾄﾞﾚｽを持つれんら君の検出を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的の IPｱﾄﾞﾚｽを持つれんら君が見つかった場合、「れんら君の読込み」と同様にれんら君

の設定情報を読込み、画面に表示します。 
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12-7-3 検出履歴 （設定ｿﾌﾄver2.5.1 から追加された機能） 
れんら君に設定ﾃﾞｰﾀを書き込んだとき、れんら君設定ｿﾌﾄにそのときのﾃﾞｰﾀが保存されます。 

「12-3 ｾｰﾌﾞ」 では、保存したいﾃﾞｰﾀを自分で選択してれんら君設定ｿﾌﾄに保存していました

が、検出履歴の機能は最新の履歴情報が自動保存されます。このとき、同時に設定ﾃﾞｰﾀや設

定ﾒｰﾙが保存されます。 

 

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰのﾂｰﾙ→検出履歴を一覧に追加をｸﾘｯｸで実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「検出履歴を一覧に追加」をｸﾘｯｸすると次のﾀﾞｲｱﾛｸﾞ画面が表示されます。 

 

 過去に書き込みを行ったれんら君の

履歴がﾘｽﾄに表示されます。  

 追加したい履歴ﾃﾞｰﾀを選択してくだ

さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一覧に追加」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、れんら君の一覧画面に履歴ﾃﾞｰﾀが追加されます。 

 

追加された履歴ﾃﾞｰﾀです。 
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追加されたれんら君をｸﾘｯｸするとれんら君の設定ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞしたときと同様の画面が表示さ

れます。 

 
 

履歴ﾃﾞｰﾀは「備考」欄に「履歴ﾃﾞｰﾀ」と表示されます。 

 

履歴ﾃﾞｰﾀを変更して、「れんら君の書込み」をすることも可能です。 

履歴ﾃﾞｰﾀを選択して「れんら君の書込み」を実行した場合、まず履歴ﾃﾞｰﾀと一致するれんら

君がﾊﾟｿｺﾝと接続されているかの確認を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴ﾃﾞｰﾀと一致するれんら君が検出されると、通常通り設定情報の書込みを開始します。 

一致したれんら君が検出されなかった場合、次のﾒｯｾｰｼﾞが表示され、書込みを終了します。 
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12-8 ﾍﾙﾌﾟﾒﾆｭｰ 

 

れんら君のｽﾃｰﾀｽ情報や、本設定ｿﾌﾄのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ等を表示します。 

 

12-8-1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの IPｱﾄﾞﾚｽ 
 

設定ｿﾌﾄがｲﾝｽﾄｰﾙされているﾊﾟｿｺﾝの「ﾛｰｶﾙﾎｽﾄ名」および「IPｱﾄﾞﾚｽ」を表示します。 

れんら君設定ｿﾌﾄver2.5.1 よりﾊﾟｿｺﾝの Ethernetｱﾀﾞﾌﾟﾀ情報とﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ情報が表示され

るようになりました。 

 

こちらから表示を切り替えられます 

ﾊﾟｿｺﾝに複数の Ethernetｱﾀﾞﾌﾟﾀが存在する場合、 
 

 

 

 

 

 ｸﾘｯｸすると、この画面を閉じます。 

 

 

 

 

12-8-2 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
 

ﾊﾟｿｺﾝに組み込まれているﾌﾞﾗｳｻﾞで、ＮＫＥ社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを表示します。 

 

12-8-3 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 
 

本設定ｿﾌﾄのﾊﾞｰｼﾞｮﾝを表示します。さらに、ｻﾎﾟｰﾄ用の電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ、電話番号やｼｽﾃﾑ情報を

表示します。 
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13  ｾｷｭﾘﾃｨ 
  ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨとして、れんら君の設定を保存、読出の際に使用するﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと設定ｿﾌﾄか

られんら君への遠隔操作を制限する設定が行えます。 

 

13-1 管理者権限認証 

 

(1)管理者権限認証について 

設定ｿﾌﾄから管理者権限を持つﾕｰｻﾞｰからの操作であることをれんら君に証明するために

Rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力を行います。 

 

(2)ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ認証 

「れんら君の読込み」、「れんら君の書込み」を実行するとれんら君に登録された Root

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力と設定ｿﾌﾄに設定されたﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが一致していればそのまま実行され

ます。一致していなければ、「検出されたれんら君の一覧」の該当するれんら君の備考

欄に「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが違います」と表示され、「rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別に設定されていた rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力してください。認証されれば、読み込みや書

込みができます。間違いのときは、「検出されたれんら君の一覧」の該当するれんら君

の備考欄に「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが違います」と表示されます。 

 

もしも、rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを忘れた場合は、れんら君を初期化した上、改めて設定を入力して

ください。れんら君の初期化方法は次のとおりになります。 

 

[1]れんら君を工場出荷状態にする 

れんら君の設定を工場出荷状態に初期化する手順は以下の通りです。 

 

①れんら君の電源を切ります。 

②ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙの先などでれんら君の後背面にある穴の中の設定ｽｲｯﾁを押しながら､れ 

んら君に電源を入れます｡ 

③約 10 秒押しつづければ､STAT  LED が点滅し設定ﾓｰﾄﾞでれんら君が起動します。 

④設定ｽｲｯﾁを押すのを止めます｡ 

⑤再度、設定ｽｲｯﾁを数秒押し続けて、STAT  LED が消灯、れんら君が再起動します。 

 

[2]初期化（工場出荷状態）しましたので再度、れんら君の設定をしてください。 
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13-2 遠隔操作を制限する 

 

ｼｽﾃﾑﾀﾌﾞでｼｽﾃﾑ制御設定が行えます。 

 

 

 れんら君の一覧で検出されないように存在を

隠す場合にﾁｪｯｸをつけます。 

これを設定した後、れんら君の設定変更ができ

なくなるので注意してください。 

 

設定更新時にれんら君が自動で設定ﾓｰﾄﾞにな

ることを禁止する場合は、ﾁｪｯｸをつけます。

 

 

 

この場合は、手動で設定ﾓｰﾄﾞに切り替えなけれ

ば、れんら君の設定は更新されません。 

手動で設定ﾓｰﾄﾞに切り替える方法は、前のﾍﾟｰ

ｼﾞを参照してください。 

 

入力監視停止時に、実行されている出力処理を

ｸﾘｱせず継続させる場合にﾁｪｯｸをつけます。  

 ﾃﾞﾌｫﾙﾄは出力ｸﾘｱですが、その場合でもｺﾏﾝﾄﾞﾒｰ

ﾙによる出力は実行されます。ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙについ

ては、次の章を参照ください。 
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14 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ機能 
 

14-1 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ機能について 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙとは､電子ﾒｰﾙにより､れんら君の制御や状態取得を行う機能です｡ 

ﾊﾟｿｺﾝや携帯電話から電子ﾒｰﾙを送ることで､遠隔地かられんら君の制御を行うこと

が出来ます｡ 

ﾃｷｽﾄ形式のﾒｰﾙに対応します。ﾘｯﾁﾃｷｽﾄ形式（HTML 形式）のﾒｰﾙは対応しません。 

 

コマンドメール送信

コマンド実行結果返信

れんら君携帯電話

パソコン

など

コマンド実行

メール

サーバ

メール受信巡回

コマンド実行結果受信

ｺﾏﾝﾄﾞ

応答

ｺﾏﾝﾄﾞ

応答

テキスト形式の
メール( )

 

 

図 10-1 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ実行動作概要 

 

 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙにより､以下の機能を使用することが出来ます｡ 

（4～7の機能は UNC-RP11 の Firmware Ver. 1.00 では未対応） 

 

表 10-1 ｺﾏﾝﾄﾞ一覧

項番 ｺﾏﾝﾄﾞ名 機能 

1 STATUS れんら君の動作状態,接点の入出力状態を取得します｡ 

2 START れんら君を状態監視状態にします｡ 

3 STOP れんら君の状態監視状態を解除します｡ 

4 FSHOT れんら君の出力接点を指定時間だけ ON します｡ 

5 FON れんら君の出力接点を強制出力状態にし､出力を ON に固定

します｡ 

6 FOFF れんら君の出力接点を強制出力状態にし､出力を OFF に固

定します｡ 

7 FRESET れんら君の出力接点の強制出力状態を解除し､通常出力に

戻します｡ 
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14-2 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙの作成方法 

 

14-2-1 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙのﾌｫｰﾏｯﾄ 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙを送信するには､下記のように,件名,本文を入力する必要があります｡ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力します 

ﾕﾆｯﾄ名を入力します 

ユーザＩＤ,ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ,ｺﾏﾝﾄﾞを入力します 本文 

件名 

宛先 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-2-1 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ入力項目 

 

(1)宛先 

れんら君がﾒｰﾙ受信を行うﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 

 

(2)件名 

れんら君のﾕﾆｯﾄ名を半角英数で入力します｡ 

れんら君は､件名欄に入力されたﾕﾆｯﾄ名により､実行するｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙを判別

し､該当するﾒｰﾙのみ読込･実行します｡ 

実行完了したﾒｰﾙは削除されます｡ 

 

ﾕﾆｯﾄ名の後ろにｺﾒﾝﾄを追加することも出来ます｡ 

ｺﾒﾝﾄを入力するには､れんら君のﾕﾆｯﾄ名の後ろに#を入力し､その後にｺﾒﾝ

ﾄを半角英数で入力します｡ 

ｺﾒﾝﾄの文字数は 40 文字までです｡ 

 

: Renrakun (例) れんら君のﾕﾆｯﾄ名

 ｺﾒﾝﾄの場合 : START command 

 

件名 Renrakun#START command

ﾕﾆｯﾄ名 ｺﾒﾝﾄ

#(ｺﾒﾝﾄ先頭文字)
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(3)ﾒｰﾙ本文 

ﾒｰﾙ本文の最初の行に､認証用のﾕｰｻﾞｰ名,ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと実行するｺﾏﾝﾄﾞを入力

します｡ﾕｰｻﾞｰ名,ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ,ｺﾏﾝﾄﾞ及び､ｺﾏﾝﾄﾞの引数はそれぞれ 1 つの半角

ｽﾍﾟｰｽで区切り､一行以内に入力します｡ 

行の終端の改行の有無は関係ありません｡ 

 

(例) ﾕｰｻﾞｰ名 : RenrakunTEST01 

 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ : TEST01PASSWORD 

: FSHOT 0 30  ｺﾏﾝﾄﾞ 

を実行する場合 

 

本文
RenrakunTEST01 TEST01PASSWORD

ﾕｰｻﾞ名 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ｺﾏﾝﾄﾞ

半角ｽﾍﾟｰｽ

FSHOT 0 30

 

 

 

(4)応答先 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙの実行結果はﾒｰﾙ送信元に返信されます｡ 
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14-3 ｺﾏﾝﾄﾞ説明 

 

(1)STATUS 

れんら君の動作状態と接点の入出力状態を取得します｡ 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

UNC-RP05、UNC-RP05A のとき 

STATUS 

 

UNCM-RP11 のとき 

STATUS [ｽﾃｰﾀｽ記号]・・・[ｽﾃｰﾀｽ記号] 

ｽﾃｰﾀｽ記号 ：取得したいｽﾃｰﾀｽ情報の記号を指定します｡ 

読み出したい順に最大 5 つまで半角ｽﾍﾟｰｽで 

区切って指定してください。 

引数を省略した場合はすべてのｽﾃｰﾀｽ情報を 

読み出します。 

U：ﾕﾆｯﾄ状態 

M：ﾒｰﾙ状態 

I：入力状態 

O：出力状態 

S：ﾓｰﾄﾞ状態 

なし：すべてのｽﾃｰﾀｽ情報 
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STATUSｲﾍﾞﾝﾄでの表示項目 

 

UNIT STATUS 

<UNIT>（ﾕﾆｯﾄの状態） 

項目 意味 

READY 動作中 

ALART 装置異常 

 

<EVENT>（要因監視の状態） 

項目 意味 

STOP 要因監視停止 

START 要因監視中 

ERR 要因監視異常 

MAIL STATUS 

<NOTIFY>（ﾒｰﾙ送受信） 

項目 意味 

READY 正常動作中 

TX-RETRY ﾒｰﾙ送信ﾘﾄﾗｲ中 

TX-ERR ﾒｰﾙ送信異常 

RX-RETRY ﾒｰﾙ受信ﾘﾄﾗｲ中 

RX-ERR ﾒｰﾙ受信異常 

<COMMAND>（ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ） 

項目 意味 

READY 正常動作中 

TX-RETRY ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ送信ﾘﾄﾗｲ中 

TX-ERR ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ送信異常 

  

 

I/O STATUS 

<IN>（入力接点の状態） 

項目 意味 

ON 入力端子が 8V 以下の電圧になっている（入力が継続中） 

OFF 入力端子が 18V 以上の電圧になっている（入力が入っていない） 

 

<OUT>（出力接点の状態） 

項目 意味（ﾘﾚｰ出力のときは括弧の中の意味になります） 

ON 0V 出力を行っている（Xa と Xc がつながっている） 

OFF 出力していない（Xb と Xc がつながり、Xa と Xc がつながっていない） 

ON* ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙにより強制的に ON 状態になっている 

OFF* ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙにより強制的に OFF になっている 

 

WATCH INPUT STATE 

<STATE>（入力の要因状態） 

項目 意味 

NORMAL 入力の要因状態が[通常] になっている 

ATTENTION 入力の要因状態が[注意] になっている 

WARNING 入力の要因状態が[警報] になっている 

PROTECT 入力の要因状態が[不感] になっている 
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<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "STATUS" 

# UNIT STATUS 

  <UNIT>    READY 

  <EVENT>   START 

# MAIL STATUS 

  <NOTIFY>  READY 

  <COMMAND> READY 

# INPUT STATUS 

  <IN0>  OFF UNC-RP05 の様に入力が 2つ、出力が 1つのﾀｲﾌﾟは 

  <IN1>  OFF IN0、IN1、OUT0、STATE0、STATE1 しか表示されません。

  <IN2>  OFF  

  <IN3>  OFF ここでの例は、UNCM-RP11 のものになります。 

  <IN4>  OFF 

  <IN5>  ON 

  <IN6>  OFF 

  <IN7>  ON 

# OUTPUT STATUS 

  <OUT0> OFF 

  <OUT1> OFF 

  <OUT2> OFF 

  <OUT3> OFF 

  <OUT4> OFF 

  <OUT5> ON 

  <OUT6> ON 

  <OUT7> ON 

# WATCH INPUT STATE 

  <STATE0>  NORMAL 

  <STATE1>  NORMAL 

  <STATE2>  NORMAL 

  <STATE3>  NORMAL 

  <STATE4>  NORMAL 

  <STATE5>  ATTENTION 

  <STATE6>  PROTECT 

  <STATE7>  WARNING 
 

<例>入力状態と出力状態を読み出す場合 

STATUS I O 
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(2)START 
れんら君を状態監視状態にします｡ 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

START 
 

<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "START" 
 

(3)STOP 
れんら君の状態監視状態を解除します｡ 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

STOP 
 

<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "STOP" 
 

(4)FSHOT 
れんら君の出力接点を指定時間だけ ON します｡ 

出力接点が強制出力状態の時には実行できません。 

れんら君の型式によって、設定範囲が異なります。 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

FSHOT [I/O 番号] [出力時間] 

 

[I/O 番号]  : I/O 番号を指定します｡ 

■型式 UNCM-RP11 の場合 

     設定範囲 0～7  (出力接点 0 から 接点 7 に対応) 

  ■型式 UNC-RP05(A)の場合 

      設定値    0  （出力接点 0のみ） 

 

[出力時間] : 100ms 単位で指定します｡ 

■型式 UNCM-RP11 の場合 

設定範囲 1～4095（0.1 秒～6 分 49.5 秒） 

（出力時間の誤差…0 から 最大+100ms） 

■型式 UNC-RP05(A)の場合  

 設定範囲 1～100 (0.1 秒～10 秒) 

 （出力時間の誤差…0 から 最大+10ms） 

 

<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "FSHOT" 

Output 0 1000ms pulse 
 

<例>出力接点 0 に 2000ms 間､ONﾊﾟﾙｽを出力する場合 

FSHOT 0 20 
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(5)FON 
れんら君の出力接点を強制 ON します｡ 

FRESETｺﾏﾝﾄﾞによって強制出力を解除するまで強制出力状態は続きます｡ 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

FON [I/O 番号] 
I/O 番号  :I/O 番号を指定します｡ 

 

<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "FON" 

Output 2 force on 

ここでの例は、UNCM-RP11 のものになります。 

 

ﾀｲﾌﾟは接点が 0しかありません。 

UNC-RP05 の様に入力が 2つ、出力が 1つの  

<例>接点 2を強制 ON 状態にする場合 

FON 2 
 

(6)FOFF 
れんら君の出力接点を強制 OFF します｡ 

FRESETｺﾏﾝﾄﾞによって強制出力を解除するまで強制出力状態は続きます｡ 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

FOFF [I/O 番号] 
I/O 番号  :I/O 番号を指定します｡ 

 

<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "FOFF" 

Output 3 force off 
UNC-RP05 の様に入力が 2つ、出力が 1つの 

ﾀｲﾌﾟは接点が 0しかありません。 

 

ここでの例は、UNCM-RP11 のものになります。 

 

<例>接点 3を強制 OFF 状態にする場合 

FOFF 3 
 

(7)FRESET 
れんら君の出力接点の強制出力状態を解除し､通常出力に戻します｡ 

 

<ｺﾏﾝﾄﾞ構文> 

FRESET [IO 番号] 
I/O 番号  :I/O 番号を指定します｡ 

 

<ﾚｽﾎﾟﾝｽ> 

+OK "FRESET" 

Output 7 force reset 
UNC-RP05 の様に入力が 2つ、出力が 1つの 

ﾀｲﾌﾟは接点が 0しかありません。 

 

ここでの例は、UNC-RP11 のものになります。

 

<例>接点 7の強制出力状態を解除する 

FRESET 7 
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14-4 ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙを実行することが出来ない場合､れんら君からｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを含んだ応答ﾒｰﾙ

を返信します｡ 

ｴﾗｰとなる要因は､以下の通りです｡ 

 

(1)認証失敗 

<ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ> 

-ERR unmatch USERNAME or PASSWORD 
 

<ｴﾗｰの要因> 

ﾕｰｻﾞｰ名または､ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが設定された値と異なる為､認証に失敗｡ 

ﾕｰｻﾞｰ名または､ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞに誤りがあると考えられます｡ 

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字･小文字の誤り､入力ﾐｽが原因として考えられます｡ 

ﾒｰﾙ形式がﾃｷｽﾄ形式で無い時、認証に失敗します。 

ﾘｯﾁﾃｷｽﾄ形式（HTML 形式）のﾒｰﾙには対応していません。 

 

(2)無効なｺﾏﾝﾄﾞ 

<ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ> 

-ERR "ｺﾏﾝﾄﾞ名" command not found 

 

<ｴﾗｰの要因> 
入力されたｺﾏﾝﾄﾞが､無効なｺﾏﾝﾄﾞの為､実行不可能｡ 

入力されたｺﾏﾝﾄﾞに誤りがあると考えられます｡ 
 

(3)ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ異常 

<ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ> 

-ERR "ｺﾏﾝﾄﾞ名" command argument count wrong 

 

<ｴﾗｰの要因> 
入力されたｺﾏﾝﾄﾞの引数の数が､定められたﾌｫｰﾏｯﾄと異なる｡ 

 

(4)ｺﾏﾝﾄﾞ引数値異常 

<ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ> 

-ERR "ｺﾏﾝﾄﾞ名" command argument "引数名" wrong 

 

<ｴﾗｰの要因> 
入力されたｺﾏﾝﾄﾞ引数値が､規定範囲外である｡ 

 

(5)ｺﾏﾝﾄﾞ実行拒絶 

<ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ> 

-ERR "ｺﾏﾝﾄﾞ名" command not enough condition at 出力番号 

 

<ｴﾗｰの要因> 
入力されたｺﾏﾝﾄﾞの実行条件不成立の為、実行を拒絶｡ 

出力接点が強制出力状態であることが原因として考えられます｡ 
 

65/80 



 

 

 

 

15 れんら君 BB TypeA5 CGI 対応版 
 

・ れんら君 BB TypeA5 CGI 対応版は、外部入力を 4 段階の入力要因【注意】,【警報 1】,

【警報 2】,【復帰】に分けて、ﾒｰﾙの送信【通知ﾒｰﾙ】および CGI の送信を行います。 

入力点数は 2 点で、1 点毎に【注意】,【警報 1】,【警報 2】,【復帰】時にそれぞれ、

通知ﾒｰﾙを行います。 

 

入力

注意 警報1 警報2 復帰

① ② ③ ④

①注意判定時間
②警報1判定時間
③警報2判定時間
④復帰判定時間

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ TypeA5、TypeA5CGI入力要因図 

 

・ 設定ｿﾌﾄにはﾊﾟﾅｿﾆｯｸWebｶﾒﾗ本体にCGI検知機能の設定を行うためのﾂｰﾙは用意されてい 

ません。必要でありましたら、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸWebｶﾒﾗの販売店にお問い合わせください。 

 

15-1 CGI 対応れんら君 BB 型式 

 

型式：UNC-RP25P2A 

ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ対応、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製 Webｶﾒﾗの CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ送出機能付き 

 

15-2  CGI 送出機能概要 

・ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製 Web ｶﾒﾗに対して、CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞを送出することができます。 

・ れんら君 BB は入力検出要因が 4 つ（【注意】,【警報 1】,【警報 2】,【復帰】） 

あり、それぞれの要因に 1 つずつ登録することができます。 

・ 各入力要因に別々の CGIﾄﾘｶﾞｰ番号を割り当てることができます。 

・ CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの送出ﾀｲﾐﾝｸﾞは、ﾒｰﾙの発報ﾀｲﾐﾝｸﾞに同期しています。 

・ ﾒｰﾙを登録せずに、CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの登録だけの運用ができます。 

・ CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの送出結果を管理者に電子ﾒｰﾙで通報します。（ﾒｰﾙ送信設定がなされてい

ること） 

・ れんら君 TypeA5 （UNC-RP05）の全機能を使用することが出来ます。 

 

66/80 



 

 

 

 

 

15-3 れんら君 BB の設定 

 

15-3-1  ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 
 

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定やﾒｰﾙ設定等はれんら君 TypeA5 標準品と同等ですので、説明は割愛させていただ

きます。 

 

15-3-2 れんら君 BB の検出 
 

設定ｿﾌﾄの「れんら君の一覧」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているれんら君 BB が検出

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CGI 対応れんら君が検出されると次のようにﾀｲﾌﾟ欄に「Type A5 CGI 対応」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

「れんら君の読込み」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとれんら君 BB の設定を読み込みに行きます。 
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15-3-3 ｶﾒﾗ情報の設定 
 

ｶﾒﾗ情報を設定します。 

ｶﾒﾗの URL、管理者認証用ﾕｰｻﾞｰ名や管理者認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定は、CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの登録の

時に同時に行いますのでここではその他の設定項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HTTPﾎﾟｰﾄ番号：Webｶﾒﾗにｱｸｾｽする為のﾎﾟｰﾄ番号です。複数のｶﾒﾗを設定するときもｶﾒﾗの 

HTTPﾎﾟｰﾄ番号は共通です。 

 

CGI 送信ﾘﾄﾗｲ間隔：CGIﾘﾄﾗｲ間隔を設定します。0秒に設定したときは、CGI 送信ﾘﾄﾗｲを行 

いません。設定できる最小ﾘﾄﾗｲ間隔は 10 秒です。 

 

送信ﾘﾄﾗｲ回数：CGI の送信ﾘﾄﾗｲ回数を設定します。0 を設定したときは無限回ﾘﾄﾗｲします。 

   CGI 送信ﾘﾄﾗｲ間隔が 0秒の設定のときは、送信ﾘﾄﾗｲ回数を設定できません。 

  この項目はCGIのﾘﾄﾗｲであって、CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの送出した結果のﾒｰﾙをﾘﾄﾗｲする 

回数の指定ではありません。CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの結果のﾒｰﾙ送出は一度切りです。 

ご注意ください。

 

管理者通知先ｱﾄﾞﾚｽ：CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞを送出した結果を電子ﾒｰﾙで通知する送り先ｱﾄﾞﾚｽです。 

  CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの送出結果ﾒｰﾙは送出毎に一度だけでﾒｰﾙ送信に失敗してもﾘﾄﾗｲは 

行いません。 

 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを使用する：ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを使用するときはﾁｪｯｸを入れてください。そして、ﾌﾟﾛｷ 

ｼｻｰﾊﾞｰの設定の入力を行ってください。 
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15-3-4 ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞの設定 
 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを設定します。ｶﾒﾗ情報ﾀﾌﾞで、「ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを使用する」にﾁｪｯｸを入れ、ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞ

設定の入力をｸﾘｯｸすると、設定を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞURL：ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞの URL を設定します。IPｱﾄﾞﾚｽでも文字列でも対応します。文字 

列を入力したとき、ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾀﾌﾞで設定した DNSｻｰﾊﾞｰに接続して DNS 解決を 

行います。 

書式は、IPｱﾄﾞﾚｽが 192.168.0.10 のように数字のときは、 

192.168.0.10 を入力してください。 

http://nke.proxy.co.jp/のように文字列のときは、 

nke.proxy.co.jp を入力してください。 

 

ﾎﾟｰﾄ番号：ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞにｱｸｾｽする為のﾎﾟｰﾄ番号です。 

 

管理者ｱｶｳﾝﾄ：ﾌﾟﾛｷｼの認証用ﾕｰｻﾞｰ名を入力してください。 

 

管理者ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：ﾌﾟﾛｷｼの認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力してください。 

 

登録ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすれば、設定が保存され、ﾌﾟﾛｷｼ設定画面が閉じます。 
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15-3-5 CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの設定 
 

CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの設定は、入力要因設定ﾀﾌﾞで行います。CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞは電子ﾒｰﾙと同じﾀｲﾐﾝ

ｸﾞで送出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定しないを選択すると、ﾒｰﾙも CGI ﾄ

ﾘｶﾞｰも登録できません。 

ﾒｰﾙ登録はそれぞれのﾒｰﾙﾎﾞﾀﾝ

をｸﾘｯｸすれば、設定操作を行う

ことができます。 

登録ﾊﾞｰが有効になります。 

その部分はﾋﾟﾝｸ色になり CGI 

ﾎﾞﾀﾝのいずれかｸﾘｯｸすると 

注意、警報 1、警報 2、復帰の

注意、警報 1、警報 2、復帰のﾎﾞﾀﾝをいずれかｸﾘｯｸするとﾒｰﾙ登録ﾊﾞｰが CGI 登録ﾊﾞｰに変更さ

れます。ﾒｰﾙ登録するときはﾒｰﾙﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。ﾒｰﾙ登録ﾊﾞｰに変更されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 CGI：CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞを新規に設定します。 

 

CGI の編集：登録していた CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ番号やｶﾒﾗURL 等を編集します。 
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新規 CGIﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとｶﾒﾗ制御 CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの設定が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｶﾒﾗURL：Webｶﾒﾗの URL を設定します。IPｱﾄﾞﾚｽでも文字列でも対応します。文字列を入力 

したとき、ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾀﾌﾞで設定した DNSｻｰﾊﾞｰに接続して DNS 解決を行います。 

書式は、IPｱﾄﾞﾚｽが 192.168.0.252 のように数字のときは、 

192.168.0.252 を入力してください。 

http://nke.camera.co.jp/のように文字列のときは、 

nke.camera.co.jp を入力してください。 

ｶﾒﾗのﾎﾟｰﾄ番号は、「15-3-3 ｶﾒﾗ情報の設定」を参考に設定してください。 

 

管理者認証用ﾕｰｻﾞｰ名：Webｶﾒﾗの認証用ﾕｰｻﾞｰ名を入力してください。 

 

管理者認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：Webｶﾒﾗの認証用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力してください。 

 

ｶﾒﾗの制御命令(CGIｺﾏﾝﾄﾞ)：Webｶﾒﾗに送出したいｺﾏﾝﾄﾞ番号を選択してください。 

 

 

登録ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると設定値が保存されます。 
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CGIﾌｧｲﾙを登録し、入力要因設定で設定登録している要因「注意、警報、復帰」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯ

ｸすると CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞがﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ表示されます。削除したいときは、削除したい CGI がﾌﾟﾚﾋﾞ

ｭｰされているときにﾊﾟｿｺﾝの「delete」ｷｰを押してください。削除することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ 

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ表示 

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ表示をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするか、「CGI の編集」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすれば、ｶﾒﾗ制御 CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ

の設定が表示され、CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ番号を変更することができます。 

CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞが不要であれば、ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ表示されているときにﾊﾟｿｺﾝの「delete」ｷｰを押して

ください。削除することができます。 

 

設定が終われば、「れんら君の書込み」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして設定をれんら君 BB に書き込んでくだ

さい。 
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15-4 CGIﾌｧｲﾙの管理形態 

 

れんら君設定ｿﾌﾄで作成、登録される CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞは番号をつけて管理されています。 

れんら君 BB UNC-RP25P2A での管理番号の付け方は基本的に同様になります。 

 

CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ管理表 

 

UNC-RP25P2A （TypeA5 CGI） 

 入力 0 要因設定 CGI 入力 1 要因設定 CGI 

注意 STC201.CGI STC211.CGI 

警報 1 STC701.CGI STC711.CGI 

警報 2 STC801.CGI STC811.CGI 

復帰 STC101.CGI STC111.CGI 

 

作成した CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの表示画面や管理者に送信された CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの送出結果ﾒｰﾙに 

どのﾀｲﾐﾝｸﾞの CGI 送出であったのかを知る為に、明記されています。 
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15-5 CGIﾄﾘｶﾞｰｺﾏﾝﾄﾞの実態（CGIﾀｸﾞ） 

 

CGI を送出するときの CGIﾀｸﾞは次のような構成になります。 

 
CGIﾄﾘｶﾞｰ番号  

 

GET http://192.168.0.252:65530/Set?Func=SoftTrigger&Kind=1 HTTP/1.1 

Accept: text/plain 

Accept-Language: ja 

Accept-Encoding: gzip, deflate 

User-Agent: NKE/1.0/UNC-RP 

Host: 192.168.0.252:65530 

Connection: Keep-Alive 

Cache-Control: no-cache 

Authorization: Basic dGVzdHVzZXI6dGVzdDAwMA== 

Proxy-Connection: keep-alive 

Webｶﾒﾗの IPｱﾄﾞﾚｽ：ﾎﾟｰﾄ番号／CGIｺﾏﾝﾄﾞ 

Webｶﾒﾗの IPｱﾄﾞﾚｽ：ﾎﾟｰﾄ番号 

Webｶﾒﾗの認証ｺｰﾄﾞ

 

 

 

ﾌﾟﾛｷｼ認証設定にしたときは次のように、「Proxy-Authorization」のﾀｸﾞが付加されます。 

 
CGIﾄﾘｶﾞｰ番号  

 

GET http://192.168.0.252:65530/Set?Func=SoftTrigger&Kind=1 HTTP/1.1 

Accept: text/plain 

Accept-Language: ja 

Accept-Encoding: gzip, deflate 

User-Agent: NKE/1.0/UNC-RP 

Host: 192.168.0.252:65530 

Connection: Keep-Alive 

Cache-Control: no-cache 

Authorization: Basic dGVzdHVzZXI6dGVzdDAwMA== 

Proxy-Connection: keep-alive 

Proxy-Authorization: Basic cHJveHl1c2VyOnByb3h5 

Webｶﾒﾗの IPｱﾄﾞﾚｽ：ﾎﾟｰﾄ番号／CGIｺﾏﾝﾄﾞ 

Webｶﾒﾗの IPｱﾄﾞﾚｽ：ﾎﾟｰﾄ番号 

Webｶﾒﾗの認証ｺｰﾄﾞ

ﾌﾟﾛｷｼの認証ｺｰﾄﾞ

 

認証ｺｰﾄﾞはｶﾒﾗ、ﾌﾟﾛｷｼ両方とも BASE64 にｴﾝｺｰﾄﾞされています。 
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15-6 CGI 送出結果の管理者通報 

 

15-6-1 CGI 送信障害管理 
れんら君 BB では､ﾈｯﾄﾜｰｸの論理的な不整合によるｻｰﾊﾞｰとの通信障害も一律にﾊｰﾄﾞｳｪｱの障害

として扱われます｡CGI 送信処理では､HTTPｻｰﾊﾞｰ接続時に接続障害を検出し､障害管理を行い

ます｡HTTP 接続の､障害発生後(接続 NG･送信 NG)はﾊﾟﾗﾒｰﾀｰの｢CGI 送信ﾘﾄﾗｲ間隔｣で､｢送信ﾘﾄﾗ

ｲ回数｣の間､接続･再送を繰り返します｡接続できなかった｢CGIﾘｸｴｽﾄ送信｣要因番号に登録さ

れたCGIﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの送信は破棄されます｡また､このﾀｲﾐﾝｸﾞで接続･送信できなかったﾘｸｴｽﾄﾌｧｲ

ﾙについて､管理者に｢CGIﾘｸｴｽﾄ応答結果ﾒｰﾙ｣を一括通報します｡ 

 

ただし、管理者に通報する結果ﾒｰﾙは一度送信ｴﾗｰが起こると、そのときに送信しようとして

いたﾒｰﾙはｷｬﾝｾﾙ扱いとなります。結果ﾒｰﾙのﾘﾄﾗｲ機能はありませんのでご注意ください。 

 

結果ﾒｰﾙの構成は次のとおりになります｡ 

 

･実行 CGIﾌｧｲﾙ名 

･実行 CGIﾘｸｴｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

･CGIﾘｸｴｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ対応受信ﾚｽﾎﾟﾝｽｽﾃｰﾀｽﾗｲﾝ 

･各 CGI 対応 Return code 識別文字列と Return code 値 

 

具体的には以下のようになります｡ 

 

STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=1 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

正常終了(0) 

 

 

Webｻｰﾊﾞｰにｴﾗｰがあると次のようになります｡ 

 

STC101.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=4 HTTP/1.1 

 

ｻｰﾊﾞｰ接続 error(-1) 

 

 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ応答例と管理者に通報するﾒｰﾙﾒｯｾｰｼﾞ例を次ﾍﾟｰｼﾞに記します｡ 
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ﾚｽﾎﾟﾝｽ応答例と管理者に通報するﾒｰﾙﾒｯｾｰｼﾞ例 
Func CGI 実行ﾚｽﾎﾟﾝｽ応答 

(受信ﾚｽﾎﾟﾝｽﾎﾞﾃﾞｨ) 

ﾒｰﾙ通報ﾒｯｾｰｼﾞ内容 

Return: 0 STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

正常終了(0) 

Return:-1 STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

Funcﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが無い(-1) 
Return:-2 STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

Kindﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが無い(-2) 

Return:-4 STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

Func or Kind 設定文字不正(-4) 

Return:-7 STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

一時保存/転送設定情報 NG(-7) 

SoftTrigger 

Return:-11 STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 200 OK 

管理者ｱｸｾｽではない(-11) 

全 CGIﾘｸｴｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ ﾚｽﾎﾟﾝｽｽﾃｰﾀｽ番号が 

｢2**｣以外の場合 

STC201.CGI 

GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

HTTP/1.0 408 Request Timeout 

認識外の Retrun code(408) 

全 CGIﾘｸｴｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ ﾘｸｴｽﾄｾｯｼｮﾝNG STC201.CG 

(ｻｰﾊﾞｰ接続不可の場合) GET /Set?Func=SoftTrigger&Kind=5 HTTP/1.1 

 

ｻｰﾊﾞｰ接続 error(-1) 

ﾘｸｴｽﾄｾｯｼｮﾝNG のとき､3 行目の受信ﾚｽﾎﾟﾝｽﾗｲﾝは空行です。また､error 番号は､れんら君 BB 内部の error 管理

番号になります｡ 

CGI 登録ﾌｧｲﾙの読み出し異常の時は､2 行目の CGIｺﾏﾝﾄﾞは空行となります｡ 
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16 れんら君に接続できないときには 
まず次のことを確認してください。 

(1) 本製品のPWR_LEDが点灯していること。 

(2) 本製品の電源電圧が20.4～27.6Vの範囲にあること。 

(3) 配線、接続が確実であること。 

(4) IPｱﾄﾞﾚｽ設定が正確であること、他の機器と重複していないこと。 

 

 以下の症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄを点検後、不具合を修正し本製品を再起動してください。 

 

16-1 症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

 

症状 ﾁｪｯｸ項目 

10BASE LED,100BASE LEDが消灯した

まま変化しない。 

PWR LEDが消灯したまま変化しない。

• LANｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されているか。 

• 電源が投入されているか。 

10BASE LED,100BASE LEDが点灯また

は点滅しているが、PWR LEDが赤点灯

している。（UNC-RP05のとき）。 

（UNCM-RP11のときは赤点滅）。 

• 本製品のIPｱﾄﾞﾚｽと同じｱﾄﾞﾚｽを持っている機器が同じﾈｯﾄﾜｰｸ

内に接続されていないか。 

• LANｹｰﾌﾞﾙが正しく配線されているか。 

• 電源ｹｰﾌﾞﾙ、電源が正しく配線,設定されているか。 

周囲にﾉｲｽﾞを発生させる機器がある場合は、HUBや通信ｹｰﾌﾞﾙに

ﾉｲｽﾞ対策を行ってください。 

• ﾒｰﾙ設定やﾈｯﾄﾜｰｸ設定が正しいか。 

ｾﾝｻｰ信号を入力しているが 

ﾒｰﾙが送信されない。 

• STAT LEDが緑点灯していないか。消灯時は状態監視解除中。

• 入力LEDが点灯するか。（UNC-RP05のとき） 

• LANｹｰﾌﾞﾙが正しく配線されているか。 

• 電源ｹｰﾌﾞﾙ、電源が正しく配線,設定されているか。 

• ﾒｰﾙ設定やﾈｯﾄﾜｰｸ設定が正しいか。 

• ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙｿﾌﾄがれんら君との接続を禁じていないか。 

• pingｺﾏﾝﾄﾞでれんら君のIPｱﾄﾞﾚｽを確認できないか。 

LED表示は正しいが、ﾊﾟｿｺﾝかられん

ら君が確認できない。 

pingｺﾏﾝﾄﾞでれんら君のIPｱﾄﾞﾚｽを確認できないときは、ﾌｧｲﾔｳｫｰ

ﾙｿﾌﾄや、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸの設定、IPｱﾄﾞﾚｽのﾈｯﾄﾜｰｸ部の不一致などが

考えられます。 
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17 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
 

症状 ﾁｪｯｸ項目 

• 通知ﾒｰﾙの内容は、【入力 0要因設定】等のﾀﾌﾞで【注意ﾒｰﾙ】、

【警報ﾒｰﾙ】、【復帰ﾒｰﾙ】をｸﾘｯｸすると通知ﾒｰﾙが登録され

ていれば確認できます。ただし、れんら君設定ｿﾌﾄは、ﾊｲﾊﾟ

ｰﾃｷｽﾄと HTML 形式のﾒｰﾙ本文の表示は対応しておりません。

同様に、画像も表示できません。ﾒｰﾙ本文は TEXT 形式のみ

表示します。 

通知ﾒｰﾙの本文が確認できない 

• 旧設定ｿﾌﾄで作成したﾒｰﾙは、本設定で表示すると文字化け

します。 
• 【れんら君一覧】では、れんら君の設定情報は取得できま

せん。【れんら君の読込】を実行してください 
以前に設定を行ったれんら君を

【れんら君一覧】で発見したが、

設定が出荷状態になっている 

• 【れんら君一覧】のﾘｽﾄをｸﾘｯｸして対象を選択してから、も

う一度、実行してください。 
【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で"れんら君が選択されてい

ません"のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて失

敗する 

• 症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ を参照してください 【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で"れんら君に接続できませ

んでした"のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて

失敗する 

• 【れんら君ﾈｯﾄﾜｰｸ設定】の IPｱﾄﾞﾚｽ、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ,ﾎｽﾄ名,ﾃﾞﾌ

ｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ,ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｻｰﾊﾞｰの設定内容を確認してくださ

い。 

【れんら君の書込】で"れんら君ﾈ

ｯﾄﾜｰｸ設定の○○の設定が異常で

す"のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて失敗す

る 

• れんら君の管理者権限のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ認証に失敗しています。設

定の【rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ】の設定項目がれんら君に書き込まれて

いる内容と Rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞに入力された内容と食

い違っています。 

【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で"ﾕｰｻﾞｰ名、または、ﾊﾟｽﾜ

ｰﾄﾞが違います"のﾒｯｾｰｼﾞが表示さ

れて失敗する 

• れんら君が工場出荷状態で設定の一部が参照できない。

【れんら君の書込】を実行してください 
【れんら君の読込】で”入力要因、

及び、通知ﾒｰﾙ出力の設定が見つか

りません”のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて

失敗する 

• 症状別ﾁｪｯｸrﾘｽﾄ を参照してください 【れんら君の書込】で”入力要因、

及び、通知ﾒｰﾙ出力の設定に失敗し

ました”のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて失

敗する 
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症状 ﾁｪｯｸ項目 

• 症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ を参照してください 【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で”れんら君から応答が返っ

てこないか、通信が切断されてい

ます”のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて失敗

する 

• ご使用のﾊﾟｿｺﾝをれんら君に通信が行えるﾈｯﾄﾜｰｸ設定に

変更してください。 

【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で”ご使用のﾊﾟｿｺﾝがれんら

君と通信できるIPｱﾄﾞﾚｽに設定さ

れていません”のﾒｯｾｰｼﾞが表示さ

れて失敗する 

 （詳細については９章 設定を参照してください） 

• 設定ｿﾌﾄがれんら君に対応していません。れんら君に対応

した設定ｿﾌﾄでれんら君の設定を行ってください。 

【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で"入力要因、及び、通知ﾒ

ｰﾙ出力の設定ﾃﾞｰﾀの形式が異なり

ます"のﾒｯｾｰｼﾞが表示されて失敗

する 

• 旧ﾊﾞｰｼﾞｮﾝのれんら君設定ｿﾌﾄで作成したﾒｰﾙです。ﾒｰﾙを

読み込んだれんら君にもともと付属していた設定ｿﾌﾄでﾒ

ｰﾙを読み込むと文字化けはしません。本設定ｿﾌﾄで再作成

すると、文字化けすることなくﾒｰﾙ本文を表示します。 

ﾒｰﾙの編集画面に表示されているﾒ

ｰﾙ本文が文字化けしている 

• 症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ を参照してください 【れんら君の書込】で”設定の書

込みに失敗しました”のﾒｯｾｰｼﾞが

表示されて失敗する 

• 症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ を参照してください 【れんら君の読込】,【れんら君の

書込】で"通信処理でﾃﾞｰﾀに誤りを

発見しました"のﾒｯｾｰｼﾞが表示さ

れる 

• 14-4 ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを参照してください ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙを送信するとｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

が返信される 

• ﾊﾟｿｺﾝに存在する dllﾌｧｲﾙのﾊﾞｰｼﾞｮﾝが、設定ｿﾌﾄでｲﾝｽﾄｰﾙ

する dllﾌｧｲﾙのﾊﾞｰｼﾞｮﾝより新しい場合に発生します。ｲﾝ

ｽﾄｰﾙには影響を与えませんので、そのまま OKﾎﾞﾀﾝなどで

ｲﾝｽﾄｰﾙを進めて下さい。 
 

設定ｿﾌﾄのｲﾝｽﾄｰﾙ時、"ｴﾗｰ1931" 

が発生する 

 

 

 

 

 

18 更新履歴より 重要な不具合更新内容を抜粋 
（更新履歴はれんら君設定ｿﾌﾄがｲﾝｽﾄｰﾙされたﾌｫﾙﾀﾞ内に存在します。） 

 

2012.07.20(Ver2.05.9) 

・れんら君本体のﾌｧｰﾑｳｪｱ更新に伴う修正（ﾒｰﾙの宛先、CC、Bcc のうちいずれかが 512KB 以

上登録された場合、そのﾒｰﾙが破損してしまう不具合の修正）。 

 

設定ｿﾌﾄを起動しようとすると 

ｴﾗｰが発生し、設定ｿﾌﾄが起動でき

ない 

• 以下の点についてご確認下さい。 

・ﾊﾟｿｺﾝのOSが対象のものか（4 動作環境 参照） 

・ｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄが影響していないか 

 （ｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄの設定を変更するか、ｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄを一時的に解

除して下さい） 
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